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OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

◆
藻
琴
山
温
泉
宿
泊
施
設︵
し
ら
か
ば
荘
、末
広
荘
︶の
廃
止
条
例
に
同
意
！

平
成
18
年
度
の
各
会
計
の
決
算
認
定
を

　
　﹁
決
算
審
査
特
別
委
員
会
﹂に
付
託

平
成
18
年
度
の
各
会
計
の
決
算
認
定
を

　
　﹁
決
算
審
査
特
別
委
員
会
﹂に
付
託

専
決
処
分
案
件

一
般
案
件

一 口 メ モ  一 口 メ モ  

●平成19年第３回定例町議会は、９月26日から27日の２日間の会

期で開かれ、以下の町提出案件・議員提出案件などが決まりました。

条
例
等
案
件

東藻琴清浦
町有林1042林班２小班・10小班

カラマツ材1,264㎥（8,924本）、
パルプ材114㎥

網走市南８条東４丁目
網走地区森林組合

代表理事組合長  工藤　英治

１４,１８１,３００円

所在

売払
金額

種類・
数量

売払
相手

2大空町議会だより　第６号（平成19年11月）

︻
平
成
19
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
︵
第
３
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
６
１
５
万
円
を
追
加
し
、

総
額
が
75
億
３，

１
２
３
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

備
荒
資
金
組
合
災
害
支
消
　

金
　
　
　
　
６
１
５
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

河
川
維
持
補
修
工
事
︵
大

雨
災
害
等
︶
２
０
０
万
円

道
路
橋
梁
復
旧
工
事
︵
大

雨
災
害
等
︶
４
１
５
万
円

︻
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め

の
大
空
町
長
の
資
産
等
の
公

開
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
条
例
︼

郵
政
民
営
化
関
連
法
、
金

融
商
品
取
引
法
の
施
行
に
よ

る
郵
便
貯
金
な
ど
の
廃
止
に

伴
う
条
例
の
一
部
改
正

︻
動
産
の
売
払
い
︼

泉
保
養
所
﹁
末
広
荘
﹂
は
、

築
30
年
以
上
経
過
し
、
建
物

等
の
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の
条
例

の
廃
止
に
同
意
し
ま
し
た
。

︻
大
空
町
土
地
開
発
公
社
定

款
の
一
部
変
更
︼

郵
政
民
営
化
関
連
法
の
施

行
に
よ
る
郵
便
貯
金
な
ど
の

廃
止
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正

︻
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第

４
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
３，

６
３
４
万
円
を
追
加

し
、
総
額
が
75
億
６，

７
５

７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

障
害
者
自
立
支
援
対
策
推

進
事
業
補
助
金１

０
９
万
円

21
世
紀
北
の
森
づ
く
り
推

進
事
業
補
助
金１

１
９
万
円

︻
大
空
町
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正
条
例
︼

郵
政
民
営
化
関
連
法
の
施

行
に
よ
る
郵
便
為
替
な
ど
の

廃
止
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正

︻
大
空
町
東
藻
琴
国
民
健
康

保
険
診
療
所
条
例
の
一
部
改

正
条
例
︼

郵
政
民
営
化
関
連
法
の
施

行
に
よ
る
簡
易
保
険
な
ど
の

廃
止
に
伴
う
条
例
別
表
第
２

号
の
一
部
改
正

︻
大
空
町
予
防
接
種
健
康
被

害
調
査
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
条
例
︼

結
核
予
防
法
が
平
成
19
年

３
月
31
日
に
廃
止
さ
れ
、
予

防
接
種
法
︵
昭
和
23
年
法
律

第
68
号
︶
に
統
合
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正

︻
大
空
町
東
藻
琴
林
業
セ
ン

タ
ー
条
例
及
び
大
空
町
藻
琴

山
温
泉
保
養
所
条
例
の
廃
止

条
例
︼

林
業
セ
ン
タ
ー
施
設
﹁
し

ら
か
ば
荘
﹂
及
び
藻
琴
山
温

物
品
︵
町
有
林
︶
売
払
代
　

１，

２
１
４
万
円

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

△
１，

５
５
５
万
円

公
共
施
設
等
整
備
基
金
繰

入
金
　
３，

２
６
５
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

障
害
者
自
立
支
援
事
業

２，

５
０
８
万
円

女
満
別
豊
住
地
区
経
営
体

育
成
基
盤
整
備
事
業

１
７
５
万
円

古
梅
地
区
基
幹
水
利
施
設

管
理
事
業
　
１
３
０
万
円

21
世
紀
北
の
森
づ
く
り
推

進
事
業
補
助
金３

８
８
万
円

藻
琴
山
温
泉
芝
桜
公
園
施

設
解
体
撤
去
工
事

２，

９
０
６
万
円

町
道
維
持
補
修
工
事

３
０
０
万
円

質
　
疑

◆
物
品
︵
町
有
林
︶
売
払
代
　

︵
１，

２
１
４
万
円
︶

森
　
議
員
　
動
産
の
売
払
代

１，

４
１
８
万
円
に
対
す

る
物
品
売
払
代
１，

２
１

４
万
円
の
補
正
は
、
双
方

の
額
に
２
０
０
万
円
ほ
ど

の
開
き
が
あ
る
が
、
差
額

の
主
な
理
由
等
に
つ
い
て

予
算
案
件
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平
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伺
う
。

産
業
振
興
課
長
　
当
初
予
算

額
３
９
６
万
円
に
対
し
、

今
回
の
町
有
林
の
売
払
代

金
等
に
係
る
差
額
に
つ
い

て
増
額
補
正
を
お
願
い
し

た
も
の
で
あ
る
。
最
近
の

カ
ラ
マ
ツ
集
成
材
の
需
要

好
調
に
伴
い
、
原
木
高
で

取
引
さ
れ
て
い
る
状
況
や

当
該
町
有
林
の
材
積
数
の

増
加
等
が
主
な
要
因
で
あ

る
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

森
　
議
員
　
当
初
予
算
の
段

階
か
ら
、
も
う
少
し
吟
味

し
た
上
で
積
算
し
、
大
き

く
差
額
の
な
い
よ
う
に
努

め
て
ほ
し
い
。

産
業
振
興
課
長
　
今
後
も
売

払
箇
所
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
十
分
精
査
し
た
う
え

で
予
算
計
上
に
努
め
た
い
。

◆
藻
琴
山
温
泉
芝
桜
公
園
施

設
解
体
撤
去
工
事

︵
２，

９
０
６
万
円
︶

小
島
議
員
　
施
設
の
解
体
撤

去
工
事
の
後
は
、
ど
の
よ

う
な
状
態
と
し
て
お
く
予

定
な
の
か
伺
う
。

産
業
振
興
課
長
　
施
設
の
解

体
撤
去
を
し
た
後
、
整
地

の
上
、
来
年
の
芝
桜
シ
ー

ズ
ン
の
景
観
づ
く
り
の
た

め
に
藻
琴
山
温
泉
管
理
公

社
職
員
に
よ
る
芝
桜
の
植

栽
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

小
島
議
員
　
施
設
解
体
撤
去

後
の
跡
地
の
利
用
等
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
様
々
に
議

論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
周
辺
景
観
に
配
慮

し
た
暫
定
的
な
芝
桜
の
植

栽
と
理
解
し
て
良
い
の
か
。

八
重
樫
副
町
長
　
藻
琴
山
温

泉
芝
桜
公
園
の
基
本
構
想

の
策
定
協
議
中
で
あ
り
、

景
観
に
配
慮
し
た
跡
地
利

用
へ
の
暫
定
的
な
芝
桜
の

植
栽
で
あ
る
の
で
ご
理
解

願
い
た
い
。

◆
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
報
償

費
︵
９
万
円
︶

小
島
議
員
　
少
額
補
正
で
あ

る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
報

償
費
運
行
費
は
、
当
初
予

算
に
余
裕
が
な
く
厳
し
い

状
況
等
に
よ
る
た
め
の
補

正
な
の
か
、
他
の
理
由
等

に
よ
る
も
の
な
の
か
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長
　
本
年
度
、

小
・
中
・
高
等
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
ご

活
躍
な
ど
に
よ
り
、
管

外
・
全
道
大
会
等
へ
の
参

加
機
会
が
増
加
し
、
現
行

予
算
に
不
足
が
生
じ
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

増
額
補
正
を
お
願
い
し
た

も
の
で
あ
る
の
で
ご
理
解

願
い
た
い
。

◆
古
梅
地
区
基
幹
水
利
施
設

管
理
事
業
︵
１
３
０
万
円
︶

坂
本
議
員
　
道
道
福
住
女
満

別
線
の
改
良
整
備
に
伴
う

畑
地
か
ん
が
い
用
水
管
路

の
移
設
関
連
経
費
と
思
う

が
、
今
後
の
工
事
の
進
め

方
等
に
つ
い
て
伺
う
。

農
政
課
長
　
道
道
福
住
女
満

別
線
の
線
形
改
良
に
伴
う

用
水
管
路
の
移
設
調
査
・

設
計
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
中
に
北
海
道
に
て
実
施

さ
れ
る
予
定
と
さ
れ
て
お

り
、
来
年
度
以
降
は
、
北

海
道
か
ら
の
補
償
費
に
よ

り
道
路
改
良
工
事
に
あ
わ

せ
て
管
路
の
移
設
を
順
次

進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

︻
介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
１，

１
６
２
万
円
を
追
加

し
、
総
額
が
５
億
２，

５
６

７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

介
護
保
険
料
現
年
課
料
分

３
３
２
万
円

現
年
度
分
介
護
給
付
費
負

担
金
・
交
付
金６

３
５
万
円

介
護
給
付
費
繰
入
金

１
２
５
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
　
　
　
　
９
４
６
万
円

介
護
予
防
住
宅
改
修
費

54
万
円

介
護
保
険
基
金
積
立
金

１
６
２
万
円

︻
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
︵
第
１
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
69
万
円
を
追
加
し
、
総
額

が
４
億
５，

４
７
６
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

一
般
会
計
繰
入
金

△
５
２
３
万
円

前
年
度
繰
越
金５

９
２
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

簡
易
水
道
施
設
管
理
費

69
万
円

︻
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
１
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
３
万
円
を
追
加
し
、
総
額

が
３
億
４，

７
１
３
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

一
般
会
計
繰
入
金

△
４
６
９
万
円

前
年
度
繰
越
金４

４
４
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

下
水
道
一
般
管
理
事
業

３
万
円

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計

及
び
８
特
別
会
計
︵
国
民
健

康
保
険
、
国
民
健
康
保
険
直

営
診
療
所
、
老
人
保
健
、
介

護
保
険
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
、

簡
易
水
道
、
下
水
道
、
個
別

排
水
処
理
の
８
会
計
︶
の
歳

入
歳
出
決
算
に
関
す
る
認
定

に
つ
い
て
、
﹃
決
算
審
査
特

別
委
員
会
﹄
を
設
置
し
て
閉

会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

◆
決
算
審
査
特
別
委
員
会

・
委

員

長
　
坂
本
　
一
光

・
副
委
員
長
　
樫
原
　
達
也

・
委
員
は
、
後
藤
議
長
・
平

田
議
会
選
出
監
査
委
員
を
除

く
16
名
。

大
空
町
総
合
計
画
策
定
審

議
会
︵
岩
原
繁
弘
会
長
︶
に

て
策
定
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
大
空
町
総
合
計
画
に
関

す
る
調
査
等
を
行
う
た
め
、

﹃
総
合
計
画
調
査
特
別
委
員

会
﹄
が
設
置
さ
れ
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◆
総
合
計
画
調
査
特
別
委
員
会

・
委

員

長
　
森
　
　
　
進

・
副
委
員
長
　
近
藤
　
哲
雄

・
委
員
は
、
後
藤
議
長
を
除

く
17
名
。

︻
例
月
出
納
検
査
報
告
︼

佐
々
木
代
表
監
査
委
員
か

ら
、
平
成
19
年
６
月
・
７

月
・
８
月
ま
で
の
一
般
会
計

及
び
８
特
別
会
計
の
例
月
出

納
検
査
に
関
す
る
報
告
が
あ

り
、
こ
れ
を
了
承
し
ま
し
た
。
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平
成
18
年
度

各
会
計
決
算
審
査

総
合
計
画
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置

報
告
案
件
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合
併
効
果
を
最
大
限
に
生
か
し
た
効
率
的
・

　
　
計
画
的
な
行
財
政
の
運
営
の
継
続
を
！

●『決算審査特別委員会』に付託・審査された平成18年度の一般会計及び

８特別会計の歳入歳出決算に関する概要等は次のとおりです。

　※質疑の詳細等は、議会ホームページまたは両地区図書館に備え付けの「会議録」をご覧ください。

問
題
点
・
指
摘
事
項

問
題
点
・
指
摘
事
項

4大空町議会だより　第６号（平成19年11月）

国
内
に
お
け
る
経
済
情
勢
等
に
あ
っ
て
は
、
大
都

市
を
中
心
と
し
て
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ
る
中
、

道
内
の
経
済
情
勢
等
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
深
刻

な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
及
び
８

特
別
会
計
の
収
支
決
算
の
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
地

方
債
残
高
が
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
依
然
と
し
て

高
水
準
で
推
移
し
、
歳
出
総
額
の
約
25
％
を
占
め
る

な
ど
財
政
の
硬
直
化
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
町

税
な
ど
自
主
財
源
の
一
層
の
確
保
や
合
併
効
果
を
最

大
限
に
生
か
し
つ
つ
歳
入
規
模
に
見
合
っ
た
効
率

的
・
計
画
的
な
行
財
政
の
運
営
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
３
回
定
例
町
議
会
に
お

い
て
、
﹁
決
算
審
査
特
別
委

員
会
︵
坂
本
一
光
委
員
長
︶
﹂

に
付
託
・
審
査
さ
れ
た
平
成

18
年
度
の
一
般
会
計
及
び
８

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て
、
10
月
23
日
に
同

委
員
会
が
開
か
れ
、
決
算
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

坂
本
委
員
長
は
審
査
に
先

立
ち
、
﹃
本
特
別
委
員
会
は
、

議
会
が
決
定
し
た
予
算
が
適

正
に
執
行
さ
れ
た
の
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
と
共
に
、
そ

の
行
政
効
果
を
測
定
し
評
価

す
る
極
め
て
重
要
な
意
味
が

あ
る
の
で
、
次
年
度
の
予
算

編
成
や
行
政
執
行
に
生
か
さ

れ
る
よ
う
審
査
を
進
め
た

い
。
﹄
と
挨
拶
さ
れ
た
後
、

一
般
会
計
か
ら
順
に
審
査
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

審
査
に
付
さ
れ
た
平
成
18

年
度
の
一
般
会
計
及
び
８
特

別
会
計
︵
国
民
健
康
保
険
、

国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
、

老
人
保
健
、
介
護
保
険
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
、
簡
易
水
道
、

下
水
道
、
個
別
排
水
処
理
の

８
会
計
︶
の
歳
入
歳
出
決
算

書
に
記
載
さ
れ
た
計
数
及
び

各
調
書
等
に
つ
い
て
関
係
法

令
に
準
拠
し
て
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
か
、
目
的
に
沿

っ
て
正
確
に
執
行
さ
れ
て
い

る
か
審
査
・
照
合
し
た
結
果
、

﹁
誤
り
の
な
い
も
の
﹂
と
認

め
ら
れ
る
。
な
お
、
一
部
事

務
処
理
に
お
い
て
適
正
を
欠

く
処
理
︵
未
払
い
︶
が
見
受

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
事
務
執
行
に
あ
た
っ
て
十

分
注
意
願
い
た
い
。

︹
問
題
点
︺

各
会
計
年
度
の
歳
出
は
、

当
該
年
度
の
歳
入
を
も
っ
て

充
て
る
会
計
年
度
独
立
の
原

則
︵
地
方
自
治
法
第
208
条
︶

に
基
づ
き
処
理
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、
生
涯
学
習
課
に

お
け
る
事
例
は
、
７
債
権
者

に
対
し
、
１
４
７
万
５，

４

０
０
円
の
未
払
金
を
発
生
さ

せ
た
。
当
該
未
払
金
は
、
出

納
閉
鎖
期
間
後
の
支
出
と
な

っ
た
た
め
、
過
年
度
支
出
と

し
て
平
成
19
年
度
に
支
出
さ

れ
て
い
る
が
、
行
政
に
対
す

る
信
頼
を
失
墜
さ
せ
た
こ
と

は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
今
後

は
法
令
遵
守
を
徹
底
し
、
会

計
処
理
の
検
査
・
検
収
を
確

認
の
上
、
再
び
こ
の
よ
う
な

事
例
が
発
生
し
な
い
よ
う
対

応
願
い
た
い
。

︹
指
摘
事
項
︵
抜
粋
︶︺

①
主
な
収
入
未
済
額
の
状
況

ア
　
町
税
の
収
入
未
済
額

は
、
町
民
税
１，

０
２

５
万
１，

５
６
９
円
、

固
定
資
産
税
２，

６
４

２
万
５，

２
６
６
円
の

計
３，

６
８
８
万
８，

７
３
５
円
︵
対
前
年
度

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
︵
要
約
︶

佐々木代表監査委員

審
査
結
果
・
意
見

審
査
結
果
・
意
見



合
併
効
果
を
最
大
限
に
生
か
し
た
効
率
的
・

　
　
計
画
的
な
行
財
政
の
運
営
の
継
続
を
！

全
化
法
に
よ
る
四
つ
の
指

標
を
示
さ
れ
、
い
ず
れ
も

右
肩
上
が
り
で
危
険
水
域

に
近
い
数
値
と
な
り
つ
つ

あ
る
と
受
け
止
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
国
の
考
え
方

と
し
て
は
、
外
部
監
査
を

入
れ
て
よ
り
厳
し
く
チ
ェ

ッ
ク
を
し
て
い
く
方
針
だ

と
思
う
が
、
代
表
監
査
委

員
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
。
ま
た
、
議

会
選
出
監
査
委
員
に
は
、

普
段
は
議
員
と
し
て
の
活

動
等
が
あ
る
中
で
、
段
々

と
厳
し
く
な
る
我
が
町
の

財
政
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

佐
々
木
代
表
監
査
委
員

四
つ
の
指
標
の
い
ず
れ
か

一
つ
が
基
準
以
上
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
外
部
監
査

を
受
け
、
私
ど
も
監
査
委

員
の
審
査
を
経
て
議
会
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

現
在
、
平
成
21
年
４
月
の

法
施
行
に
合
わ
せ
た
関
連

条
例
制
定
の
準
備
等
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
財
政
の
硬
直
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
憂
慮
し
て
い
る
。

平
田
監
査
委
員
　
大
空
町
行

政
改
革
大
綱
が
策
定
さ
れ
、

そ
れ
ら
に
基
づ
き
行
政
改

革
を
進
め
る
行
政
の
決
意

を
踏
ま
え
、
職
員
定
員
管

理
、
給
与
の
適
正
化
及
び

入
札
制
度
の
見
直
し
な
ど
、

早
急
に
経
費
削
減
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
項
目
に
つ

い
て
意
見
を
記
載
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
議
会
議
員

と
監
査
委
員
の
立
場
が
相

反
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、

町
民
の
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
予
算
を
つ
く

る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
違

和
感
は
特
に
な
い
。

③
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
︵
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
︶

へ
の
指
導
監
査

小
島
委
員
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
関
す
る
指
導
監
査
に

つ
い
て
、
平
成
18
年
度
か

ら
市
町
村
長
業
務
と
な
っ

て
い
た
が
未
実
施
で
あ
っ

た
。
実
施
に
際
し
て
は
、

指
導
監
査
要
綱
の
制
定
が

必
要
と
な
る
と
い
う
指
摘

等
に
至
っ
た
経
過
に
つ
い

て
説
明
願
い
た
い
。

監
査
委
員
事
務
局
長
　
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
さ
れ

る
方
々
に
対
す
る
質
的
向

上
等
を
図
る
こ
と
を
背
景

に
、
権
限
移
譲
に
よ
り
平

町
民
の
健
康
保
持
・
増
進

を
図
る
た
め
、
基
本
健
康
診

査
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い

が
、
当
初
受
診
見
込
者
数
５

６
０
人
に
対
し
、
２
９
２
人

に
と
ど
ま
る
な
ど
受
診
者
の

減
少
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

疾
病
の
早
期
発
見
・
治
療
等

の
観
点
な
ど
か
ら
、
受
診
率

の
向
上
に
向
け
て
一
層
の
工

夫
と
努
力
が
望
ま
れ
る
。

③
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
︵
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
︶

へ
の
指
導
監
査

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴

い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
関

す
る
指
導
監
査
に
つ
い
て
平

成
18
年
度
か
ら
市
町
村
長
の

業
務
と
な
っ
て
い
る
が
未
実

施
で
あ
っ
た
。
適
切
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
と
向

上
、
不
正
請
求
の
未
然
防
止

比
２
５
３
万
５，

０
７

５
円
増
︶

イ
　
住
宅
料
の
収
入
未
済

額
は
、
１，

４
１
０
万

６，

５
７
５
円

ウ
　
国
民
健
康
保
険
税
の

収
入
未
済
額
は
、
２，

９

８
６
万
１，

８
８
７
円

エ
　
簡
易
水
道
給
水
使
用

料
の
収
入
未
済
額
は
、
４

１
９
万
３，

２
０
０
円

オ
　
下
水
道
使
用
料
の
収

入
未
済
額
は
、
２
９
７

万
４，

２
４
０
円

町
税
及
び
各
種
使
用
料
等

の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
、

関
係
各
課
連
携
の
も
と
日
頃

か
ら
収
納
向
上
に
努
力
さ
れ

て
い
る
が
、
滞
納
者
の
固
定

化
や
新
た
な
滞
納
者
が
出
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
税
等
収

納
率
向
上
対
策
推
進
委
員
会

の
機
能
を
最
大
限
に
活
用
し
、

一
層
の
工
夫
と
努
力
を
求
め

た
い
。
負
担
の
公
平
・
公
正

の
原
則
を
踏
ま
え
、
法
令
に

基
づ
い
た
滞
納
処
分
の
執
行

停
止
、
不
納
欠
損
処
理
を
適

正
に
行
う
と
共
に
、
悪
質
な

滞
納
者
に
対
し
て
は
法
的
措

置
等
の
毅
然
と
し
た
対
応
が

必
要
で
あ
る
。

②
住
民
基
本
健
康
診
査
受
診

者
の
減
少
傾
向

な
ど
の
観
点
か
ら
、
指
導
監

査
要
綱
を
制
定
の
上
、
早
急

な
対
応
を
願
い
た
い
。

④
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の

経
営
努
力

地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
医
療
体
制
の
整
備
が

図
ら
れ
た
が
、
医
療
機
関
を

取
り
巻
く
情
勢
等
は
厳
し
く
、

診
療
報
酬
の
抑
制
策
に
伴
い

経
営
が
悪
化
し
て
き
て
い
る
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
適
正
配
置
、

健
康
事
業
の
推
進
、
医
薬
分

業
、
公
設
民
営
化
の
検
討
な

ど
、
今
後
の
住
民
負
担
を
考

え
一
層
の
経
営
努
力
が
必
要

で
あ
る
。

⑤
遊
休
施
設
の
有
効
活
用
と

既
存
施
設
の
計
画
的
な
維

持
管
理

遊
休
施
設
の
有
効
活
用
及

び
既
存
施
設
の
計
画
的
な
維

持
管
理
に
努
め
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
等
の
町
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
場
と
し
て
、

有
効
的
な
利
活
用
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑥
行
財
政
改
革
の
推
進

地
方
財
政
健
全
化
法

︵
平
成
19
年
法
律
第
94
号
︶

︵
一
口
メ
モ
Ｐ
６
参
照
︶

に
基
づ
き
、
自
治
体
財
政

の
健
全
性
を
四
つ
の
指
標

で
判
定
し
、
い
ず
れ
か
の

指
標
が
早
期
健
全
化
基
準

以
上
に
な
る
と
財
政
健
全

化
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

と
な
る
。
実
質
公
債
費
比

率
が
公
表
さ
れ
た
結
果
、

本
町
は
前
年
度
と
比
べ

１
・
１
％
増
の
23
・
８
％

で
道
内
市
町
村
の
20
位
に

あ
る
。
今
後
、
﹁
大
空
町

行
政
改
革
大
綱
﹂
に
基
づ

き
、
効
率
的
な
事
務
事
業

の
推
進
、
職
員
定
員
管
理
、

給
与
の
適
正
化
、
公
共
工

事
入
札
制
度
の
見
直
し
な

ど
の
対
策
を
講
じ
る
努
力

が
求
め
ら
れ
る
。

⑥
行
財
政
改
革
の
推
進

勝
田
委
員
　
地
方
財
政
健
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総
　
　
括

一口メモ  一口メモ  一口メモ  
【地方財政健全化法】

●正式には、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」

と言い、夕張市などの財政破綻を受け、今までの地方財

政再建促進特別措置法に代わる地方公共団体の新しい

財政再建制度として、平成19年6月22日に公布、平成

21年4月1日から施行されます。

●地方公共団体は、毎年度、次の①～④の健全化判断比率

を監査委員の審査に付した上で議会に報告し、公表し

なければなりません。

①「実質赤字比率」普通会計の実質収支が赤字等の場

合における※標準財政規模に対する比率のことです。

②「連結実質赤字比率」全会計の実質収支が赤字等の

場合における標準財政規模に対する比率のことです。

③「実質公債費比率」町の借入金による財政負担（公債

費）の水準を測る指標として、平成18年度から使用

されることとなったものです。具体的には、一般会計

からの繰出金、一部事務組合の公債費への負担金な

ども含め、実質的に公債費へ費やした一般財源の額

が標準財政規模に占める割合の３カ年の平均値とな

ります。この数値が18％超の場合は地方債発行に知

事の許可が必要となり、25％を超える場合は、地方

債発行が一部制限されます。

④「将来負担比率」公営企業や出資法人等を含めた普

通会計の実質的負債の標準財政規模に対する比率の

ことです。

●①～④の健全化判断比率のうちのいずれかが早期健全

化基準以上の場合には、議会の議決を経て財政健全化

計画を定め、速やかに公表しなければなりません。

●また、いずれかが早期健全化基準以上の場合には、個別

外部監査契約に基づく監査を求めなければなりません。

※会計年度で合理的かつ妥当な水準で行政を行うために必要な一般財源の規模
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成
18
年
度
か
ら
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
設
置
及
び
点
検

に
つ
い
て
地
元
市
町
村
長

の
業
務
と
な
っ
て
い
る
。

近
隣
で
は
、
網
走
市
が
指

導
監
査
要
綱
を
定
め
、
実

際
に
業
務
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
指
摘
事
項
と
す
る

に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

●
生
涯
学
習
課
に
お
け
る
未

払
い
の
事
案
関
連

森
田
委
員
　
18
年
度
の
未
払

い
の
事
案
に
つ
い
て
は
、

議
会
側
と
し
て
も
町
民
へ

の
迷
惑
を
で
き
る
だ
け
最

小
限
に
と
ど
め
る
べ
き
と

の
意
識
の
中
で
、
７
月
の

臨
時
町
議
会
で
の
補
正
予

算
を
認
め
、
教
育
委
員
会

に
早
急
な
支
払
い
対
応
等

を
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
事
案
に
つ
い

て
、
特
別
職
を
は
じ
め
関

係
職
員
の
処
分
が
行
わ
れ

た
が
、
監
査
委
員
決
算
審

査
意
見
書
の
中
に
、
問
題

点
と
し
て
法
令
遵
守
の
指

摘
を
強
く
受
け
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員

会
と
し
て
そ
の
後
ど
の
よ

う
な
意
識
の
変
化
が
あ
っ

た
の
か
伺
う
。

教

育

長
　
未
払
い
の
事
案

に
つ
い
て
は
、
７
月
30
日

ま
で
に
全
て
の
支
払
い
を

終
え
て
い
る
が
、
町
民
の

方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
こ
と
に
つ
い
て
改
め

て
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

そ
の
後
、
係
・
課
内
の
打

合
せ
会
を
毎
週
実
施
し
、

業
務
や
伝
票
類
に
関
す
る

点
検
を
常
に
行
う
な
ど
総

合
的
に
取
組
ん
で
お
り
、

引
き
続
き
チ
ェ
ッ
ク
体
制

を
強
化
し
、
二
度
と
起
こ

す
こ
と
の
な
い
よ
う
強
い

決
意
で
仕
事
に
当
た
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

浜
名
副
町
長
　
職
員
一
人
一

人
が
法
令
遵
守
す
る
こ
と

は
勿
論
の
こ
と
、
全
て
の

課
・
係
に
お
い
て
、一
人
の

担
当
者
に
任
せ
き
り
に
す

る
こ
と
な
く
、
周
り
の
者

が
内
容
を
点
検
・
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
体
制
を
構
築
し

て
い
く
た
め
の
作
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

町
　
　
長
　
全
職
員
に
対
し
、

事
の
重
大
さ
を
感
じ
培
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
よ

う
な
意
味
を
含
め
、
７
月

の
臨
時
町
議
会
に
私
自
身

の
減
給
処
分
と
い
う
形
で

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
る
。
本
来
、
行

政
を
執
行
す
る
上
で
は
、

町
民
の
方
々
と
の
信
頼
関

係
が
し
っ
か
り
と
で
き
て

い
な
け
れ
ば
事
務
等
の
執

行
が
で
き
な
い
が
、
今
回

の
事
案
は
、
信
頼
を
根
底

か
ら
失
う
よ
う
な
出
来
事

で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
お

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
信

頼
を
再
び
か
ち
得
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

⑤
遊
休
施
設
の
有
効
活
用
と

既
存
施
設
の
計
画
的
な
維

持
管
理

森
田
委
員
　
遊
休
施
設
の
有

効
活
用
と
し
て
、﹁
高
齢
者
、

障
が
い
者
等
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
場
﹂
と
い
う
よ
う

な
限
定
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
が
、
監
査
委
員
と

し
て
施
設
の
具
体
的
な
方

向
性
を
決
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
ど
う
か
伺
う
。

監
査
委
員
事
務
局
長
　
通
常

の
審
査
の
み
な
ら
ず
、
行

政
評
価
、
事
業
評
価
な
ど

の
実
質
調
査
に
つ
い
て
、

最
近
、
監
査
委
員
に
求
め

ら
れ
て
お
り
、
町
財
政
が

厳
し
い
中
で
既
存
の
施
設

を
い
か
に
有
効
利
活
用
さ

せ
て
い
る
の
か
と
い
う
コ

ス
ト
的
な
側
面
か
ら
、
監

査
委
員
の
合
議
に
よ
り
昨

年
度
同
様
の
指
摘
に
至
っ

た
状
況
で
あ
る
。
文
面
で

は
﹁
高
齢
者
、
障
が
い
者

等
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

場
﹂
と
記
載

し
て
い
る
が
、

代
表
監
査
委

員
の
説
明
の

と
お
り
、﹁
町

民
ニ
ー
ズ
﹂

と
い
う
形
で

付
け
加
え
て

お
り
、
高
齢

者
、
障
が
い

者
等
に
限
定

し
て
い
る
も

の
で
は
な
い

の
で
ご
理
解

願
い
た
い
。



議議 会会 中中 継継 のお知らせ

　「東藻琴総合支所ロビー」及び「老人

福祉センターフロックスロビー」のテ

レビを通じて、議会本会議の様子をご

覧になることができますので、議会中

継を是非ご覧ください。

総
　
　
括

総
　
　
括

︹
決
算
関
連
全
般
︺

●
収
入
未
済
額
関
連

森
　
委
員
　
一
般
会
計
か
ら

特
別
会
計
ま
で
全
部
の
会

計
の
収
入
未
済
額
は
、
約

２
億
２，

９
３
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
前
年
度

の
収
入
未
済
額
に
対
し
、

一
般
会
計
５
５
３
万
円
、

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

３
２
８
万
円
、
計
８
８
１

万
円
が
増
額
と
な
っ
た
状

況
で
あ
る
。
滞
納
者
の
状

況
と
し
て
新
た
な
滞
納
者

は
増
加
し
て
い
る
の
か
。

収
入
未
済
額
の
今
後
の
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
財
産
や
収
入

が
あ
っ
て
払
え
る
の
に
払

わ
な
い
者
に
対
し
、
法
令

そ
の
他
厳
し
く
手
続
き
を

進
め
る
考
え
が
あ
る
の
か

伺
う
。

財
政
課
長
　
主
な
も
の
を
除

い
て
も
ご
指
摘
の
よ
う
な

１
億
円
近
い
収
入
未
済
金

と
な
っ
て
い
る
実
情
で
あ

る
。
滞
納
者
の
人
数
は
、

全
体
で
３
７
９
名
︵
町
内

３
０
２
名
、
町
外
77
名
︶

で
あ
り
、
滞
納
額
の
状
況

は
、
10
万
円
以
下
が
２
６

１
名
︵
全
体
の
69
・
23
％
︶
、

５
０
０
万
円
以
上
が
２
法

人
・
１
個
人
と
な
っ
て
い

る
。
新
た
な
滞
納
者
も
全

体
と
し
て
増
え
て
き
て
い

る
現
状
に
あ
り
、
財
産
を

有
し
な
が
ら
滞
納
し
て
い

る
者
に
対
し
て
は
法
的
措

置
も
講
じ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
現
在
、
滞
納
者

の
生
活
状
況
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、
住
宅
料
や
水
道

料
な
ど
の
滞
納
者
に
対
す

る
住
宅
の
退
去
や
給
水
停

止
な
ど
の
基
準
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

今
後
と
も
日
常
的
な
電
話

や
文
書
に
よ
る
催
告
、
本

人
と
の
面
談
な
ど
継
続
的

に
実
施
し
な
が
ら
納
付
を

促
す
こ
と
に
努
め
た
い
。

福
祉
課
長
　
国
民
健
康
保
険

税
の
滞
納
者
に
つ
い
て
も
、

町
税
や
使
用
料
等
と
同
様

に
固
定
化
し
て
い
る
傾
向

に
あ
る
。
電
話
や
文
書
に

よ
る
催
告
の
ほ
か
、
本
人

と
の
面
談
な
ど
通
じ
て
納

付
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

国
民
健
康
保
険
と
い
う
問

題
等
を
考
慮
し
つ
つ
、
今

後
と
も
時
間
を
か
け
な
が

ら
滞
納
の
解
消
に
努
め
て

い
き
た
い
。

町
　
　
長
　
継
続
的
に
未
納

と
な
っ
て
い
る
方
々
と
懇

談
し
、
理
解
を
得
な
が
ら

納
入
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
が
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
納

入
す
る
口
座
振
替
制
度
・

窓
口
を
拡
充
し
、
納
入
し

や
す
く
な
る
よ
う
な
方
式

も
同
時
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
福
祉
の
視
点
か
ら
生

活
困
窮
さ
れ
て
い
る
方
々

へ
の
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
も

実
施
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
取
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
今
後
の
財
政
運
営

小
島
委
員
　
監
査
委
員
の
決

算
審
査
意
見
書
に
も
触
れ

ら
れ
て
い
る
実
質
公
債
費

比
率
が
23
・
８
％
と
な
っ

て
い
る
状
況
は
、
相
当
慎

重
な
財
政
運
営
が
問
わ
れ

て
く
る
も
の
と
考
え
て
い

る
が
、
今
後
の
財
政
運
営

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

財
政
課
長
　
実
質
公
債
費
比

率
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘

の
よ
う
に
非
常
に
高
い
数

値
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

来
年
度
以
降
、
起
債
等
の

繰
上
償
還
を
行
い
公
債
費

比
率
を
下
げ
る
よ
う
な
方

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
な
お
、
実

質
公
債
費
比
率
は
過
去
３

カ
年
の
平
均
値
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
２

年
程
度
は
数
値
が
上
が
り
、

そ
の
後
数
値
が
落
ち
て
く

る
も
の
と
想
定
し
て
い
る

の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

小
島
委
員
　
現
在
、
総
合
計

画
の
策
定
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
計
画
の
中

に
は
思
い
切
っ
た
投
資
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内

容
等
も
考
え
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
今
後

の
こ
と
を
念
頭
に
財
政
の

実
態
に
つ
い
て
の
評
価
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

町
　
　
長
　
昨
年
度
の
数
値

と
比
較
し
て
０
・
９
％
上

昇
し
た
主
な
要
因
と
し
て

は
、
昨
年
度
ま
で
数
値
に

見
込
ま
な
く
て
も
良
い
と

さ
れ
て
い
た
草
地
整
備
事

業
、
公
有
林
整
備
事
業
の

起
債
償
還
分
な
ど
、
国
の

基
準
変
更
に
伴
い
算
入
し

た
影
響
に
よ
っ
て
０
・

７
％
上
昇
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
の
で
ご
理
解
願
い

た
い
。

国
が
示
し
た
四
つ
の
指

標
の
う
ち
、
本
町
で
は
、

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来

負
担
比
率
の
２
つ
の
数
値

が
高
い
も
の
に
な
る
だ
ろ

う
と
想
定
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
を
病
状
に
例
え
る

と
過
去
に
不
摂
生
を
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
数
値
が
上

が
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
直
ち
に
是
正
す
る

と
い
う
特
効
薬
は
無
く
、

あ
る
程
度
運
動
を
し
、
食

べ
物
を
抑
え
な
が
ら
健
康

体
に
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
は
多
少
の
時
間
を
要

す
る
も
の
と
受
け
止
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実

質
公
債
費
比
率
を
下
げ
る

た
め
に
、
来
年
度
一
切
の

投
資
的
事
業
を
し
な
い
で

起
債
の
借
り
入
れ
を
し
な

い
、
い
わ
ゆ
る
食
べ
物
を

食
べ
な
い
で
痩
せ
て
い
く

こ
と
で
本
当
の
健
康
体
を

維
持
で
き
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
別
な
箇
所
に
色
々
な

歪
が
出
て
こ
な
い
と
も
限

ら
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な

状
況
は
決
し
て
健
康
体
で

は
な
い
、
財
政
の
健
全
性

も
そ
れ
で
は
培
わ
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
総

合
計
画
の
中
で
多
少
の
投

資
を
加
え
、
毎
年
の
起
債
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平成18年度 大空町一般会計・8特別会計歳入歳出決算額及び特別委員会の審査(認定)状況

会　計　名

一　般　会　計

合　　　計

18年度収支差額
（Ａ−Ｂ）

17年度歳出額
18年度歳出（Ｂ）

（対17年度増減）
17年度歳入額

18年度歳入（Ａ）
（対17年度増減）

審査状況

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険事業勘定

国民健康保険直営診療施設勘定

老 人 保 健

介 護 保 険 事 業 勘 定

介護サービス事業勘定

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

個 別 排 水 処 理 事 業

86億6,116万円

10億3,871万円

１億9,599万円

12億1,157万円

４億8,716万円

939万円

５億4,964万円

４億3,399万円

5,919万円

126億4,679万円

84億1,081万円

10億1,653万円

１億8,917万円

11億7,170万円

４億6,651万円

751万円

５億2,961万円

４億2,045万円

5,907万円

122億7,135万円

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

72億2,764万円
（△16.55％）

10億8,186万円
（104.15％）

5億5,082万円
（281.04％）

11億9,634万円
（△１.26％）
4億8,157万円
（△１.15％）

1,557万円
（165.81％）

4億3,949万円
（△20.04％）
3億6,576万円
（△15.72％）

2,604万円
（△56.01％）

113億8,509万円
（△９.98％）

71億1,204万円
（△15.44％）

10億7,458万円
（105.71％）

５億4,112万円
（286.05％）

11億7,112万円
（△０.05％）
4億5,438万円
（△２.60％）

1,481万円
（197.20％）

4億3,358万円
（△18.13％）
3億6,132万円
（△14.06％）

2,548万円
（△56.86％）

111億8,843万円
（△８.82％）

1億1,560万円

728万円

970万円

2,522万円

2,719万円

76万円

591万円

444万円

56万円

1億9,666万円

※平成17年度決算額は、合併に伴う旧女満別町・旧東藻琴村などの決算となっています。
※万円以下・小数点第二位以下を四捨五入している関係上、計数に合致しない箇所があります。
※その他平成18年度各会計の決算の状況等は、「広報おおぞら12月号」をご覧ください。
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償
還
を
着
実
に
減
ら
し
な

が
ら
、
数
年
後
の
健
全
財

政
、
健
全
体
質
に
つ
な
が

っ
て
い
く
も
の
と
考
え
実

行
し
、
今
後
の
財
政
運
営

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
ご
理
解
願

い
た
い
。

●
軽
度
生
活
援
助
事
業

植
田
委
員
　
東
藻
琴
地
区
に

お
い
て
、
ふ
れ
あ
い
訪
問

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
具

体
的
な
事
業
内
容
等
に
つ

い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
課
長
　
東
藻
琴
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
へ
事

業
委
託
し
、
独
居
老
人
世

帯
、
高
齢
者
夫
婦
世
帯
な

ど
の
家
庭
に
訪
問
の
上
、

日
常
生
活
の
様
子
や
若
干

の
手
伝
い
な
ど
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

植
田
委
員
　
大
変
良
い
事
業

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、

東
藻
琴
地
区
だ
け
で
は
な

く
全
町
的
な
事
業
と
し
て

考
え
て
ほ
し
い
。

福
祉
課
長
　
人
的
な
整
理
が

で
き
れ
ば
、
女
満
別
地
区

の
対
応
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

●
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
管
理
運

営
事
業

植
田
委
員
　
両
地
区
福
祉
会

に
そ
れ
ぞ
れ
委
託
し
、
女

満
別
地
区
は
入
居
者
数
21

名
で
１，

３
３
５
万
円
、

東
藻
琴
地
区
は
11
名
で
１，

７
９
６
万
円
と
、
決
算
を

見
る
限
り
に
お
い
て
は
東

藻
琴
地
区
の
方
が
人
数
に

対
す
る
経
費
割
合
が
高
い

が
、
こ
れ
ら
の
違
い
や
内

容
等
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
課
長
　
決
算
額
の
差
に

つ
い
て
は
、
雇
用
職
員
数

の
違
い
の
ほ
か
、
東
藻
琴

福
祉
会
へ
委
託
の
入
居
者

は
、
若
干
程
度
の
重
た
い

方
々
が
入
居
さ
れ
て
お
り
、

相
応
の
人
員
配
置
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ

と
が
主
な
要
因
で
あ
る
の

で
ご
理
解
願
い
た
い
。

植
田
委
員
　
両
地
区
の
生
活

支
援
ハ
ウ
ス
の
定
数
は
そ

れ
ぞ
れ
何
人
な
の
か
。

福
祉
課
長
　
女
満
別
地
区
の

定
員
は
16
室
20
名
、
東
藻

琴
地
区
の
定
員
は
12
室
14

名
と
な
っ
て
い
る
。

植
田
委
員
　
生
活
支
援
ハ
ウ

ス
の
入
居
者
に
つ
い
て
は
、

食
事
な
ど
基
本
的
に
自
立

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
方
々
を
対
象
と
し

て
お
り
、
も
う
少
し
考
え

方
を
整
理
す
る
と
職
員
数

の
差
も
解
消
で
き
、
経
費

削
減
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

福
祉
課
長
　
合
併
時
の
雇
用

形
態
等
の
違
い
も
あ
り
、

時
間
を
要
す
る
問
題
で
は

あ
る
が
、
ご
指
摘
等
を
踏

ま
え
、
将
来
の
課
題
と
し

て
調
整
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
ご
理
解

願
い
た
い
。

●
各
種
疾
病
予
防
対
策
事
業

植
田
委
員
　
18
年
度
に
お
け

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
実
績
が
１，

２
４

１
名
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
幼
児
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
が
毎
年
の
よ
う
に
不

足
し
て
い
る
と
い
う
中
で
、

早
期
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
親
に
対
す
る
啓
蒙
活
動

等
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

福
祉
課
長
　
65
歳
以
上
の

方
々
を
対
象
と
し
た
助
成

実
績
数
で
あ
る
が
、
実
際
、

予
防
接
種
に
行
っ
た
際
に

ワ
ク
チ
ン
が
無
か
っ
た
と

い
う
話
も
伺
っ
て
い
る
の

で
、
幼
児
家
庭
へ
の
早
期

接
種
に
関
す
る
啓
蒙
活
動

に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
子
育
て
世
帯
ご
み
袋
支
給

事
業

植
田
委
員
　
子
育
て
世
帯

へ
の
紙
お
む
つ
処
理
ご

み
袋
の
支
給
対
象
者
を

18
カ
月
未
満
、
い
わ
ゆ

る
１
歳
半
の
乳
幼
児
を

持
つ
家
庭
に
つ
い
て
対

象
と
し
て
い
る
が
、
こ

の
対
象
者
を
18
カ
月
未

満
に
設
定
し
た
理
由
等

に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
課
長
　
個
人
差
は
あ

る
と
思
う
が
、
通
常
１

歳
か
ら
１
歳
半
程
度
で

お
む
つ
が
取
れ
る
と
さ

れ
て
い
る
考
え
方
を
基

準
と
し
て
、
対
象
年
齢

の
設
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
の
で
ご
理
解

願
い
た
い
。

植
田
委
員
　
こ
の
事
業
に

つ
い
て
は
大
変
好
評
で
、

も
う
少
し
長
い
期
間
支

給
し
て
ほ
し
い
と
い
う

よ
う
な
声
も
伺
っ
て
い

る
。
少
子
化
対
策
の
観

点
等
か
ら
、
支
給
対
象

年
齢
の
引
き
上
げ
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

福
祉
課
長
　
将
来
に
向
け

て
ど
う
し
て
い
く
こ
と

が
良
い
の
か
、課
内
で
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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議
員

介
護
保
険
制
度
改

正
後
、
１
号
被
保
険
者
保
険

料
負
担
、
そ
れ
か
ら
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
側
、
提
供
す
る

側
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長

昨
年
４
月
介
護
保

険
制
度
が
改
正
さ
れ
、
予
防

重
視
型
の
シ
ス
テ
ム
へ
転
換

す
る
内
容
で
す
。
大
空
町
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
総
合
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
事
業
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
介
護
の
進
行
を
食
い
と
め
、

ま
た
介
護
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
取
り
組
み
た
い
。

議
員

ど
れ
だ
け
地
域
的

に
取
り
組
む
か
。
そ
れ
か
ら

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り

組
む
内
容
が
か
な
り
重
要
な

役
割
で
は
な
い
か
。

町
長

町
と
し
て
モ
デ
ル

事
業
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
も
実

施
し
て
、
市
町
村
の
独
自
性

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
今
後
検
討
し
た
い
。

議
員

障
害
者
自
立
支
援

法
施
行
後
の
現
状
と
、
町
の

課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

法
律
施
行
後
、
い

ろ
ん
な
問
題
が
噴
出
し
て
い

ま
す
。
一
つ
に
は
、
利
用
者

の
負
担
が
非
常
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
は

利
用
者
負
担
の
軽
減
を
図
る

対
策
、
ま
た
事
業
者
に
対
す

る
激
変
緩
和
措
置
を
新
た
に

講
じ
た
。
事
業
を
取
り
組
み

な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
的
、

効
率
的
な
利
用
に
つ
な
が
る

よ
う
に
町
も
努
力
し
た
い
。

議
員

福
祉
バ
ス
の
合
併

後
の
使
用
状
況
と
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。町

長

福
祉
バ
ス
は
大
空

町
で
２
台
保
有
し
て
い
ま
す
。

５
月
か
ら
10
月
は
２
台
で
運

行
し
、
利
用
が
少
な
く
な
る

10
月
か
ら
４
月
は
１
台
で
運

行
し
て
い
ま
す
。
福
祉
バ
ス

を
初
め
、
大
空
町
が
所
有
す

る
バ
ス
を
含
め
て
、
地
域
交

通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

議
員

両
地
域
の
連
絡
道

路
の
整
備
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
進
め
る
か
伺
い
ま

す
。町

長

道
道
福
住
女
満
別

線
は
、
現
在
ま
で
実
施
設
計

や
用
地
確
定
測
量
な
ど
が
行

わ
れ
、
来
年
度
以
降
工
事
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。
一
方
開
陽

中
央
線
も
、
な
る
べ
く
有
利

な
財
源
を
活
用
し
な
が
ら
整

備
を
進
め
た
い
。

議
員

連
絡
道
路
は
、
早

め
に
計
画
、
方
法
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長

道
道
、
国
道
の
整

備
は
、
私
ど
も
が
主
体
的
に

そ
の
年
限
を
示
す
こ
と
は
難

し
い
。
計
画
概
要
を
聞
き
な

が
ら
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
伝

え
し
た
い
。
ま
た
開
陽
中
央

線
は
、
ど
う
い
っ
た
時
期
に

取
り
組
み
が
可
能
か
検
討
し

て
い
ま
す
。

議
員

災
害
時
、
決
壊
さ

れ
た
道
路
の
補
修
整
備
に
つ

い
て
、
巡
回
、
点
検
、
ま
た

昨
年
の
集
中
豪
雨
時
の
決
壊

箇
所
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

町
長

集
中
豪
雨
等
の
予

報
が
あ
っ
た
場
合
は
、
被
災

の
予
想
さ
れ
る
箇
所
に
事
前

に
土
の
う
を
設
置
し
た
り
、

導
水
桝
の
設
置
箇
所
は
、
簡

易
バ
リ
ケ
ー
ド
な
ど
を
設
置

す
る
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

議
員

地
域
の
人
は
地
形
、

そ
の
他
排
水
の
状
況
も
詳
し

く
認
識
し
て
い
る
観
点
か
ら
、

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
協
力

を
お
願
い
す
る
形
も
、
今
後

必
要
で
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
っ
て
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
現
在
あ
る
道

路
を
し
っ
か
り
大
切
に
使
っ

て
い
く
努
力
を
し
て
い
き
た

い
。

福
祉
政
策
に
つ
い
て坂

　
本
　
一
　
光
議
員
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介
護
保
険
法
改
正
後
の

課
題
と
今
後
の
対
応

障
害
者
自
立
支
援
法
施

行
後
の
課
題
と
対
応

福
祉
バ
ス
の

今
後
の
方
向
性

両
地
域
の
連
絡
道
路
の

整
備
の
考
え
方

決
壊
道
路
の
補
修
整
備

の
あ
り
方

道
路
行
政
に
つ
い
て
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議
員

学
校
図
書
の
予
算

は
、
適
正
に
確
保
さ
れ
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

今
年
度
大
空
町

は
１
７
４
万
５，

０
０
０
円

の
図
書
関
係
の
予
算
で
す
。

こ
れ
は
、
文
科
省
が
新
５
カ

年
計
画
で
示
し
た
１
４
９
万

１，

０
０
０
円
の
額
を
大
幅

に
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員

図
書
の
更
新
が
ど

う
な
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

女
満
別
小
学
校

は
、
本
の
充
足
率
１
９
３
％

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
廃
棄

等
更
新
が
適
正
に
さ
れ
る
よ

う
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員

旧
女
満
別
町
時
代

に
朝
の
読
書
を
や
ら
れ
て
い

た
が
、
そ
の
後
続
い
て
い
る
の

か
。
そ
れ
が
中
学
校
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

朝
読
書
は
、
一

校
で
す
。
中
学
校
に
も
拡
大

し
て
お
り
ま
す
。
回
数
も
一

週
間
に
２
回
、
小
学
校
は
ふ

え
て
お
り
ま
す
。

議
員

栄
養
指
導
、
給
食

指
導
、
ま
た
栄
養
教
諭
の
配

置
の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長

各
学
校
で
は
給

食
の
時
間
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導

等
を
通
し
て
適
正
な
食
育
に

関
す
る
指
導
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
大
空
町
は
現
状
の
ま

ま
給
食
セ
ン
タ
ー
に
栄
養
士

を
配
置
し
て
、
栄
養
教
諭
の

免
許
を
持
っ
た
者
を
配
置
し

て
、
そ
し
て
１
年
間
計
画
さ

れ
た
中
で
各
学
校
に
ま
わ
っ

て
栄
養
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

議
員

食
育
に
つ
い
て
家

庭
で
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
て
、
改
善
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

小
・
中
学
校
全

部
に
一
斉
に
朝
食
を
食
べ
て

き
た
か
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
関
係
の
指
導
や
啓
発

活
動
が
功
を
奏
し
て
い
ま
す
。

議
員

社
会
教
育
と
し
て

合
併
後
、
両
地
域
の
状
況
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

教
育
長

統
合
に
よ
っ
て

活
動
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

の
主
体
性
、
ま
た
団
体
の
判

断
、
決
定
事
項
を
尊
重
し
て
、

委
員
会
と
し
て
も
相
談
対
応

し
て
い
き
た
い
。

議
員

社
会
教
育
関
係
に

つ
い
て
、
そ
の
地
域
性
の
違

い
が
出
て
く
る
の
は
実
感
と

し
て
分
か
る
。
そ
の
都
度
教
育

委
員
会
の
職
員
が
参
画
す
る

機
会
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

果
た
し
て
現
在
の
人
員
で
、

十
分
対
応
で
き
て
い
る
の
か
。

教
育
長

社
会
教
育
関
係

団
体
の
会
議
が
あ
る
た
び
に
、

職
員
が
事
務
方
と
し
て
同
席

し
て
、
そ
の
都
度
そ
の
協
議

の
内
容
等
に
、
ア
シ
ス
ト
し

て
き
て
い
る
。
与
え
ら
れ
た

体
制
の
中
で
、
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

学
校
図
書
購
入
予
算
は

適
正
か

食
育
・
栄
養
指
導
・

給
食
指
導

社
会
教
育
面
で
の
合
併

後
の
今
後
の
取
り
組
み

議
員

藻
琴
山
温
泉
芝
桜

公
園
で
は
、
昨
年
６
月
に
ボ

ー
リ
ン
グ
が
さ
れ
、
湯
量
が

出
た
経
過
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
６
月
の
定
例
会
で
は
、

長
期
計
画
を
定
め
て
順
次
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
い
う
答
弁
で
し
た
。
７
月

頃
の
地
域
審
議
会
の
質
問
に

対
し
て
、
藻
琴
山
温
泉
の
運

営
の
仕
方
等
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
等
が

あ
る
の
で
、
宿
泊
施
設
は
休

業
を
し
て
い
く
。
そ
れ
か
ら
、

12
月
の
質
問
に
対
し
て
は
、

民
活
の
投
資
の
呼
び
水
と
な

る
よ
う
な
方
策
を
練
り
上
げ

て
、
早
い
段
階
で
方
向
性
を

出
し
て
い
き
た
い
。
３
月
の

定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、

企
業
誘
致
を
考
え
て
い
る
が

簡
単
で
は
な
い
。
そ
れ
か
ら

６
月
の
一
般
質
問
の
中
で
は
、

民
間
誘
致
は
難
し
い
現
実
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
う
経
過
の
中
で
、
町
広

報
８
月
号
の
町
長
の
手
記
の

中
で
も
、
藻
琴
山
温
泉
の
町

長
の
考
え
方
、
今
後
の
進
め

方
の
思
い
を
述
べ
て
お
り
ま

す
。け

れ
ど
も
、
民
間
投
資
に

よ
る
整
備
か
、
町
投
資
に
よ

る
整
備
か
。
民
間
投
資
を
模

索
し
な
が
ら
整
備
を
し
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
結
果
的
に
は
手
を

上
げ
て
い
た
だ
く
企
業
が
な

か
っ
た
中
で
、
町
投
資
で
整

備
す
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
議
会
に
お
い
て

正
式
に
民
間
投
資
か
ら
町
投

資
に
変
更
す
る
と
は
理
解
し

て
い
な
い
。
こ
の
機
会
に
、

町
民
、
特
に
東
藻
琴
地
区
の

町
民
も
含
め
て
、
早
く
整
備

し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
に

答
え
る
た
め
に
、
明
確
に
民

間
投
資
か
ら
町
投
資
で
整
備

を
す
る
こ
と
を
明
言
し
た
中

で
、
検
討
さ
れ
た
ら
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
ま
す
。

町
長

民
間
の
投
資
、
企

業
誘
致
等
は
な
か
な
か
難
し

い
。
町
が
行
う
全
体
構
想
を

も
っ
て
、
段
階
的
に
整
備
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
現
在
の

公
園
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

豊
　
島
　
義
　
秋
議
員

民
間
投
資
に
よ
る
整
備

か
町
投
資
整
備
か

藻
琴
山
温
泉
芝
桜
公
園
の
今
後
の
運

営
方
針
と
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
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く
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、

ま
ず
行
政
が
で
き
る
と
こ
ろ

を
整
備
す
る
考
え
方
で
す
。

整
備
構
想
は
、
町
と
し
て
実

施
し
た
い
と
い
う
考
え
方
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
く

民
間
の
投
資
を
断
念
し
た
も

の
で
は
な
い
。

議
員

方
向
転
換
な
り
考

え
方
を
修
正
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
町
民
に
十
分
な
説
明
を

し
て
、
整
備
方
針
や
計
画
を

立
て
て
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。町

長

町
民
の
方
々
に
も

ご
意
見
を
伺
う
べ
く
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
も

っ
て
い
き
た
い
。

議
員

整
備
後
の
運
営
は

あ
く
ま
で
も
独
立
採
算
制
か
、

ま
た
一
部
一
般
会
計
予
算
等

の
運
営
か
。
こ
う
い
う
財
政

状
況
の
中
で
、
大
幅
な
一
般

財
源
を
投
入
し
て
ま
で
運
営

を
す
る
よ
う
な
施
設
整
備
は

な
か
な
か
難
し
い
。
藻
琴
山

温
泉
の
管
理
の
業
務
費
は
、

使
用
料
を
も
っ
て
充
て
て
い

る
。
結
論
的
に
は
一
般
会
計

か
ら
一
銭
も
出
し
て
い
な
い
。

朝
日
ヶ
丘
の
公
園
、
メ
ル
ヘ

ン
公
園
は
、
何
が
し
ら
か
収

入
、
収
益
事
業
を
や
っ
て
い

る
け
れ
ど
も
、
結
果
的
に
は
、

維
持
修
繕
、
そ
れ
か
ら
運
営

費
も
、
結
局
一
般
会
計
で
持

ち
出
し
て
い
る
。
藻
琴
山
温

泉
芝
桜
公
園
は
、
一
般
会
計

の
投
資
は
０
円
で
い
く
の
か

ど
う
か
。

町
長

こ
の
施
設
も
町
の

施
設
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
の

施
設
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
と

し
の
４
月
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
で
、
株
式
会
社
藻
琴
山

温
泉
管
理
公
社
に
指
定
管
理

を
し
て
い
る
。
た
だ
ほ
か
の

施
設
と
異
な
り
ま
す
の
は
、

現
在
で
は
、
入
場
料
収
入
の

方
が
維
持
管
理
経
費
よ
り
も

多
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
。

会
社
と
し
て
採
算
が
と
れ
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
当
然
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
結
果
と
し

て
無
理
な
場
面
も
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
当
然
そ
う
い

っ
た
と
き
に
は
、
協
議
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
第
３

セ
ク
タ
ー
で
あ
っ
て
も
同
一

の
赤
字
と
見
ら
れ
る
と
考
え

れ
ば
、
同
じ
町
の
施
設
と
し

て
考
え
て
い
く
の
が
適
切
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員

町
長
の
答
弁
は
、

町
の
施
設
と
し
て
同
じ
よ
う

な
扱
い
、
考
え
方
を
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

将
来
的
に
は
、
施
設
や
設
備

等
も
老
朽
化
し
て
く
る
か
ら
、

同
じ
よ
う
な
判
断
基
準
な
り
、

あ
る
程
度
一
定
の
目
安
で
管

理
運
営
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

町
長

収
入
を
上
げ
た
り

経
費
を
節
減
し
た
り
と
い
う

努
力
は
、
会
社
と
し
て
、
ま

た
は
町
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
時
々
、

町
民
の
方
々
が
そ
の
施
設
を

み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う
と

か
、
支
え
て
い
こ
う
と
い
う

よ
う
な
形
に
な
る
の
が
、
最

も
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
今
後
の
管
理
体
制
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。
運
営
の

仕
方
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

株
式
会
社
藻
琴
山

温
泉
管
理
公
社
が
ボ
ー
リ
ン

グ
に
４，

０
０
０
万
円
使
っ

て
い
る
。
出
資
金
は
１
億
５，

０
０
０
万
円
で
、
財
産
に
置

き
換
わ
っ
た
。
今
後
、
整
備

や
運
営
方
針
を
検
討
し
て
い

く
中
で
、
将
来
的
に
は
他
の

女
満
別
地
区
に
あ
る
い
ろ
ん

な
管
理
方
法
と
同
じ
よ
う
に

検
討
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

出
資
金
が
修
繕
、
運
営
費
も

含
め
て
減
っ
て
い
く
。
最
終

的
に
は
、
出
資
金
を
食
い
つ

ぶ
し
た
よ
う
な
結
果
し
か
残

ら
な
く
な
る
。
町
営
と
し
て

運
営
す
る
に
は
、
バ
ラ
ン
ス

が
や
っ
ぱ
り
お
か
し
い
の
で

は
な
い
か
。
整
備
や
運
営
方

針
が
決
ま
っ
た
と
き
に
は
整

理
さ
れ
る
べ
き
問
題
と
考
え

ま
す
。

町
長

株
式
会
社
藻
琴
山

温
泉
管
理
公
社
の
指
定
管
理

期
間
で
あ
る
３
年
間
の
中
で
、

不
合
理
を
解
消
す
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
藻
琴
山
温
泉
管
理

公
社
で
昨
年
、
ボ
ー
リ
ン
グ

掘
削
を
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
公
園
、
そ
の
ほ
か
の

施
設
等
は
、
町
の
施
設
と
い

う
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、

今
後
、
公
社
が
取
得
を
し
た

温
泉
等
の
財
産
的
な
区
分
を

明
確
に
す
る
上
で
、
町
と
し

て
そ
の
部
分
を
整
理
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
中

で
財
産
の
区
分
を
明
確
に
し

な
が
ら
、
町
と
し
て
管
理
を

し
て
い
く
。
い
ろ
ん
な
管
理

の
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、

体
制
を
含
め
な
が
ら
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

議
員

管
理
公
社
の
今
後

の
あ
り
方
は
、
整
備
方
針
が

決
ま
っ
て
い
く
中
で
整
理
さ

れ
て
、
他
の
施
設
と
同
じ
よ

う
に
し
て
い
か
な
い
と
禍
根

を
残
す
だ
ろ
う
。
株
式
会
社

が
そ
う
い
う
も
の
を
財
産
と

し
て
取
得
し
て
い
く
方
式
に

は
な
ら
な
い
。
早
め
に
解
消

す
る
こ
と
が
、
将
来
に
禍
根

を
残
さ
な
い
こ
と
で
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

町
長

町
と
し
て
温
泉
の

取
得
を
考
え
て
調
整
し
て
い

る
段
階
で
す
。
そ
う
し
た
中

で
、
一
元
的
な
管
理
が
可
能

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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整
備
後
の
運
営
は
独
立

採
算
か
一
部
一
般
会
計

予
算
投
入
運
営
か

株
式
会
社
藻
琴
山
温
泉
管
理
公
社
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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り
ま
す
医
師
会
の
中
で
、
こ

の
協
定
を
見
直
し
て
、
そ
の

回
数
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
、

現
在
調
整
中
で
あ
り
ま
す
。

来
年
度
に
向
け
て
、
ど
う
い

っ
た
回
数
が
い
い
の
か
、
ど

う
い
う
内
容
で
助
成
し
て
い

け
ば
い
い
の
か
、
十
分
検
討

し
て
い
き
た
い
。

議
員

女
満
別
は
安
心
し

て
人
口
を
増
や
せ
る
町
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
そ
の
辺
の
考

え
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

国
か
ら
最
低
限
５

回
ぐ
ら
い
は
公
費
負
担
で
持

つ
べ
き
と
い
う
指
導
も
あ
り

ま
す
の
で
、
最
低
そ
う
い
っ

た
回
数
は
、
来
年
度
か
ら
公

費
負
担
に
向
け
て
取
り
組
み

た
い
。

議
員

教
育
用
パ
ソ
コ
ン

の
更
新
を
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
室
に
行
っ
て

も
一
部
私
物
を
使
っ
て
作
業

を
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
個
人
情
報
が
流

出
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
を
い
た
し
ま
す
。
今
後
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

教
育
長

大
空
町
の
小
・

中
学
校
に
使
用
さ
れ
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
の
導
入
の
時
期
で
、

女
満
別
地
区
は
、
平
成
13
年

６
月
、
そ
の
次
の
年
に
豊
住

小
学
校
に
導
入
さ
れ
、
東
藻

琴
地
区
は
、
平
成
12
年
に
東

藻
琴
中
学
校
、
平
成
13
年
に

東
藻
琴
小
学
校
に
導
入
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
更
新
計
画
の

立
案
に
向
け
て
、
各
学
校
代

表
の
情
報
教
育
機
器
担
当
者

の
検
討
会
議
を
開
く
予
定
に

し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
の

年
次
的
な
更
新
計
画
を
今
立

て
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

情
報
管
理
に
つ
い
て
適
正

に
行
う
よ
う
に
厳
し
く
指
導

し
て
お
り
ま
す
。

議
員

網
走
も
、
夏
休
み

の
間
に
、
中
学
校
の
パ
ソ
コ

ン
は
全
部
新
し
い
パ
ソ
コ
ン

に
更
新
し
た
と
報
道
さ
れ
た
。

早
急
に
、
や
っ
て
み
て
は
い

か
が
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
辺
の
考
え
方
を
伺

い
ま
す
。

教
育
長

来
年
か
ら
３

カ
年
で
５
つ
の
小
中
学
校
に

つ
い
て
、
順
次
機
器
の
入
れ

替
え
を
し
て
、
ご
指
摘
さ
れ

た
よ
う
な
情
報
活
用
能
力
等

に
対
応
す
る
体
制
に
整
え
て

ま
い
り
た
い
。

樫
　
原
　
達
　
也
議
員

医
療
行
政
に
つ
い
て

妊
産
婦
の
緊
急
時
の

救
急
体
制

議
員

陣
痛
や
腹
痛
を
覚

え
て
、
初
め
て
救
急
車
を
呼

ん
で
医
療
機
関
に
駆
け
込
み

出
産
す
る
こ
と
を
、
飛
び
込

み
出
産
と
い
う
こ
と
で
、
多

く
は
妊
婦
健
診
を
一
度
も
受

け
た
こ
と
の
な
い
未
受
診
妊

婦
で
、
各
地
で
救
急
搬
送
中

受
入
れ
拒
否
を
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
相
次
い
で
明
ら
か
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
我
が
大
空

町
は
大
丈
夫
か
伺
い
ま
す
。

町
長

網
走
管
内
に
は
、

北
見
赤
十
字
病
院
が
総
合
周

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
、

総
合
的
な
産
婦
人
科
の
受
入

れ
態
勢
を
構
築
す
る
位
置
づ

け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町

に
も
過
去
に
一
度
も
健
診
を

受
け
て
い
な
い
方
が
、
救
急

車
で
産
院
に
運
ば
れ
、
出
産

と
い
う
事
例
が
あ
っ
た
。
現

在
、
消
防
の
救
急
隊
員
は
、

妊
婦
搬
送
の
た
め
の
研
修
も

受
け
て
お
り
、
分
娩
等
に
対

応
し
た
適
切
な
処
置
、
処
理

の
訓
練
、
研
修
等
も
受
け
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員

不
安
解
消
の
た
め

に
、

24
時
間
体
制
を
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長

救
急
業
務
は
24
時

間
体
制
で
、
不
測
の
事
態
に

な
っ
た
場
合
は
、
１
１
９
番

通
報
で
救
急
車
を
呼
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
妊
婦
で
あ
る

方
と
直
接
接
す
る
機
会
の
多

い
保
健
師
な
ど
、
十
分
状
況

を
聞
き
な
が
ら
、
不
安
解
消

の
た
め
に
ど
う
い
う
形
が
取

れ
る
か
検
討
し
て
み
た
い
。

議
員

妊
婦
は
出
産
ま
で

に
13
回
か
ら
15
回
の
健
診
を

受
け
、
町
は
２
回
分
の
健
診

費
用
を
負
担
し
て
い
る
。
独

自
に
負
担
軽
減
に
取
り
組
む

自
治
体
も
あ
り
、
拡
充
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

町
長

国
か
ら
北
海
道
に

対
し
て
通
知
が
な
さ
れ
て
、

原
則
的
に
公
費
負
担
を
増
や

す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
北
海
道

町
村
会
と
委
託
を
行
っ
て
お

教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の

更
新
に
つ
い
て

妊
産
婦
健
診
費
の
助
成



議
員

先
日
、
新
聞
等
に

各
市
町
村
の
実
質
公
債
費
比

率
が
発
表
さ
れ
、
大
空
町
は

23
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
各
事
業
に
投
資
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
問
題
に
な
ら
な

い
か
。

ま
た
、
総
合
計
画
の
作
成

が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
財

源
と
の
関
連
か
ら
先
細
り
の

計
画
に
は
な
ら
な
い
か
。
今

ま
で
行
わ
れ
て
い
る
各
種
事

業
、
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
後
は

も
っ
と
削
減
、
あ
る
い
は
中

止
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
対
応
策
の
考
え

は
あ
る
か
お
聞
き
し
た
い
。

町
長

９
月
７
日
づ
け
で

道
内
の
市
町
村
の
実
質
公
債

費
比
率
の
速
報
値
が
公
表
さ

れ
、
こ
れ
は
平
成
18
年
度
の

決
算
に
基
づ
い
て
い
る
も
の

で
、
我
が
町
は
23
・
８
％
と
、

昨
年
度
に
比
べ
１
・
１
％
上

昇
し
て
い
る
。
こ
の
上
昇
の

背
景
は
、
昨
年
度
と
の
係
数

の
と
ら
え
方
の
中
で
増
え
た

一
つ
に
は
、
一
時
借
入
金
の

利
子
を
追
加
す
る
。
さ
ら
に

は
公
有
林
整
備
事
業
債
、
草

地
整
備
事
業
債
の
元
利
償
還

金
が
除
か
れ
て
い
た
も
の
を

追
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

本
町
は
、
農
業
関
係
資
金
の

利
子
補
給
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
債
務
負
担
行
為
の
額
も

加
え
る
よ
う
な
見
直
し
が
行

わ
れ
０
・
９
％
上
昇
と
な
っ

た
。
全
道
的
な
傾
向
と
と
ら

え
て
い
ま
す
。
起
債
額
を
抑

え
る
よ
う
に
努
力
し
た
の
で
、

元
利
償
還
金
の
返
済
額
、
償

還
額
は
本
年
度
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
て
い
く
と
予
測
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

実
質
公
債
費
比
率
は
３
カ
年

分
を
平
均
す
る
形
で
算
出
し

ま
す
関
係
か
ら
、
急
激
に
数

値
が
下
が
る
こ
と
は
難
し
い
。

次
年
度
も
若
干
、
係
数
が
上

が
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
も
の
を
抑
え
る

た
め
に
、
起
債
発
行
額
を
抑

え
る
こ
と
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
特
定
財
源
の
確
保

を
図
り
、
計
画
的
な
繰
上
償

還
な
く
し
て
、
こ
の
数
値
を

下
げ
て
い
く
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
、
過
去
に
借
り
入
れ

し
た
起
債
の
う
ち
、
高
利
率

な
も
の
、
さ
ら
に
は
土
地
改

深
　
川
　
　
　
　
議
員

ま
す
。
将
来
ど
う
い
う
ふ
う

に
す
る
の
か
を
よ
く
考
え
て

や
っ
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
長

よ
り
遠
く
に
い
ろ

い
ろ
な
方
々
を
運
ぶ
。
そ
れ

も
経
済
効
果
の
一
つ
で
、
幹

線
的
な
も
の
は
あ
る
程
度
の

量
、
長
さ
の
高
速
道
路
網
が

必
要
で
は
な
い
か
。
今
回
の

美
幌
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ

っ
て
、
非
常
に
大
き
な
影
響

が
出
て
い
る
。
や
は
り
圏
域

と
し
て
、
こ
の
高
速
道
路
網

を
い
か
に
活
用
し
て
い
く
か
、

関
係
す
る
市
町
な
ど
と
も
、

意
見
交
換
を
し
た
い
。
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行
財
政
改
革
と
総
合
計
画
に
つ
い
て

議
員

網
走
地
域
へ
の
道

路
は
、
当
地
域
の
発
展
と
安

全
、
安
心
で
豊
か
な
生
活
が

確
保
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な

道
路
と
し
て
整
備
す
る
に
は
、

当
面
、
高
規
格
道
路
は
女
満

別
空
港
を
終
点
と
し
、
網
走

方
面
の
一
部
で
す
が
、
女
満

別
呼
人
間
で
４
車
線
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
一
般
道
路
の

整
備
を
優
先
し
た
方
が
重
要

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

町
長

美
幌
バ
イ
パ
ス
が

開
通
し
、
車
の
流
れ
が
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
町
内
の

経
済
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
と

感
じ
ら
れ
る
。
町
内
的
な
範

囲
で
見
た
と
き
に
は
、
素
通

り
さ
れ
消
費
減
に
つ
な
が
っ

て
、
経
済
効
果
を
生
み
出
さ

な
い
側
面
も
あ
り
ま
す
。
圏

域
と
し
て
見
た
場
合
、
高
速

交
通
網
が
つ
な
が
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
地
域
か
ら
こ
の
地

域
に
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い

た
だ
け
る
可
能
性
を
広
げ
る

効
果
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
２
車
線
化
も
一
つ
の
方

策
で
は
な
い
の
か
と
い
う
議

論
が
あ
り
ま
す
。
関
係
す
る

市
町
と
い
ろ
い
ろ
な
協
議
を

進
め
な
が
ら
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

議
員

高
規
格
道
路
を
つ

く
る
以
前
に
、
こ
の
地
域
社

会
の
道
路
を
も
う
少
し
き
ち

ん
と
整
備
し
た
方
が
よ
い
と

思
う
け
れ
ど
も
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

町
長

道
路
整
備
に
つ
い

て
、
高
速
道
路
一
辺
倒
で
関

係
機
関
に
お
話
を
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

回
、
道
路
整
備
に
お
け
る
特

定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る

具
体
策
で
、
市
町
村
合
併
な

ど
で
、
そ
の
両
地
域
を
結
ぶ

重
要
な
ア
ク
セ
ス
道
路
の
改

修
整
備
に
財
源
な
ど
を
使
っ

て
ほ
し
い
と
並
行
し
て
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員

新
し
い
道
路
を
作

っ
た
り
、
道
路
が
変
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
の
経

済
効
果
が
ご
ろ
っ
と
変
わ
り

地
域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

女
満
別
・
網
走
間
の
国
道

39
号
線
と
高
規
格
道
路
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良
事
業
の
負
担
金
等
に
つ
い

て
繰
上
償
還
を
行
っ
て
、
こ

の
数
値
の
適
正
化
を
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
実
現
し
た
い
。

総
合
計
画
を
策
定
中
で
す

が
、
財
政
力
が
潤
沢
、
余
裕

が
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
大
変

厳
し
い
時
代
に
移
り
、
常
に

見
直
し
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
事
業
等
の
必

要
性
や
公
平
性
、
効
果
を
考

え
、
適
正
な
予
算
措
置
に
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
種
事

業
、
イ
ベ
ン
ト
等
、
今
の
時

点
で
何
か
取
り
や
め
を
考
え

て
い
る
も
の
は
な
い
。
内
容
、

そ
の
効
果
等
に
さ
ら
な
る
効

果
を
発
言
で
き
る
よ
う
な
見

直
し
が
主
眼
に
な
っ
て
い
る
。

議
員

道
内
市
町
村
の
比

率
表
が
出
さ
れ
た
と
き
に
、

各
近
隣
町
、
あ
る
い
は
市
の

デ
ー
タ
等
は
か
な
り
開
き
が

あ
る
。
要
す
る
に
計
算
方
式

に
よ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
差

は
出
た
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長

国
は
、
本
年
の
６

月
に
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
を

つ
く
り
、
４
つ
の
財
政
的
な

健
全
化
、
判
断
指
標
を
導
入

し
て
い
る
。
一
つ
は
実
質
公

債
費
比
率
。
そ
の
年
度
借
入

金
の
返
済
や
、
そ
れ
か
ら
リ

ー
ス
料
、
使
用
料
の
よ
う
な

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
が
、
そ
の
年
度
の
収
入

の
う
ち
、
何
％
ぐ
ら
い
を
占

め
る
の
か
と
い
う
比
率
で
す
。

さ
ら
に
は
、
実
質
赤
字
比
率
。

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
一

般
会
計
以
外
の
会
計
も
含
め

て
赤
字
に
な
っ
て
い
な
い
か

を
見
る
指
標
。
さ
ら
に
は
、

新
し
い
も
の
と
し
て
将
来
負

担
比
率
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

年
度
そ
の
年
度
で
見
る
の
で

は
な
く
て
、
そ
の
総
額
、
将

来
に
わ
た
っ
て
、
借
入
金
や

使
用
料
が
あ
る
か
見
る
。
そ

の
４
つ
を
総
合
し
て
多
角
的

に
そ
の
財
政
の
健
全
化
度
を

見
て
、
極
端
に
悪
く
な
ら
な

い
う
ち
に
早
期
の
是
正
を
促

す
内
容
で
す
。
実
際
に
は
、

20
年
度
の
決
算
か
ら
適
用
さ

れ
る
。
こ
う
い
う
中
身
を
機

会
の
あ
る
と
き
に
、
ま
た
町

民
の
方
々
に
も
適
切
に
ご
説

明
を
申
し
上
げ
て
、
こ
れ
か

ら
ご
理
解
を
い
た
だ
く
努
力

を
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員

実
際
に
比
較
で
き

る
よ
う
な
表
の
出
し
方
を
し

て
い
た
だ
け
る
と
、
住
民
に

も
わ
か
り
や
す
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。
住
民

に
と
っ
て
は
、
こ
う
い
っ
た

こ
と
を
避
け
る
た
め
に
合
併

し
た
の
に
、
23
％
と
は
な
か

な
か
説
明
が
つ
か
な
い
。

町
長

現
状
市
町
村
の
場

合
は
、
な
か
な
か
収
入
増
を

十
分
見
込
む
こ
と
が
で
き
な

い
。
い
ろ
い
ろ
な
形
で
数
値

を
一
つ
一
つ
健
全
化
に
も
っ

て
い
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
い

ろ
い
ろ
な
事
業
活
動
も
し
て

い
こ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、

現
在
総
合
計
画
に
あ
わ
せ
て

財
政
計
画
も
組
み
立
て
て
い

る
最
中
で
す
。
今
時
点
は
大

変
厳
し
い
部
分
が
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
こ
の
合
併
を
し

て
、
何
が
し
か
の
財
政
的
な

支
援
を
、
上
手
に
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
町
民
の
皆
さ
ん

の
将
来
を
し
っ
か
り
と
築
い

て
い
く
の
が
、私
ど
も
の
役
目

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
員

ど
ん
ど
ん
衰
退
し

て
い
く
地
域
性
は
、
や
は
り

も
う
少
し
活
性
化
に
持
っ
て

い
か
れ
る
よ
う
な
考
え
方
が

あ
る
の
か
。
い
ろ
ん
な
こ
と

で
経
費
の
削
減
、
そ
れ
が
直

結
し
て
住
民
に
結
び
つ
い
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
行

財
政
改
革
を
推
進
し
な
が
ら

大
変
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。

地
域
の
活
性
化
の
何
か
方
策

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
お
聞

き
し
ま
す
。

町
長

歳
出
経
費
の
見
直

し
を
事
業
的
に
も
や
り
、
ま

た
補
助
金
な
ど
で
お
願
い
し

て
い
る
経
過
に
あ
り
ま
す
。

片
方
で
は
社
会
保
障
費
の
増

嵩
に
、
財
源
を
振
り
向
け
て

い
け
る
よ
う
な
、
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
が

基
本
で
は
あ
り
ま
す
。
元
気

を
も
っ
て
こ
の
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
く
よ
う
な
経
済
活

動
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
従
来
、
国
の
施
策
な
ど

で
は
公
共
事
業
を
発
注
し
て
、

地
域
の
経
済
を
よ
く
し
て
い

こ
う
と
い
う
よ
う
な
政
策
も

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今

は
そ
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
中

で
、
い
か
に
お
金
が
回
る
よ

う
な
、
仕
組
み
づ
く
り
を
す

る
か
が
地
域
活
性
化
の
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
地
に
足
の

つ
い
た
と
こ
ろ
を
一
つ
一
つ

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員

今
後
、
総
合
計
画

の
中
に
、
明
る
い
兆
し
を
見

い
出
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て

欲
し
い
。

町
長

総
合
計
画
に
十
分

意
を
酌
ん
で
対
処
し
た
い
。



議
員

今
後
の
対
策
と
し

て
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か

伺
い
た
い
。
住
民
参
加
に
よ

る
関
連
団
体
の
育
成
強
化
は

ど
う
図
る
か
伺
い
た
い
。

教
育
委
員
長

郷
土
の
歴

史
文
化
の
研
究
に
造
詣
の
深

い
地
域
の
方
々
が
、
主
体
的

に
活
動
す
る
の
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
後
世
に
伝
え
る

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

教
育
長

郷
土
の
歴
史
を

研
究
す
る
団
体
と
情
報
を
交

流
し
、
活
動
の
支
援
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員

郷
土
の
歴
史
や
文

化
を
研
究
し
保
全
す
る
団
体

の
活
動
に
、
も
う
少
し
育
成

議
員

職
員
の
不
適
切
な

処
理
が
発
生
し
て
い
る
現
状

に
つ
い
て
、
意
識
改
革
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
法
令
順
守

に
ど
う
シ
ス
テ
ム
的
に
取
り

組
む
の
か
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長

町
職
員
に
よ
る
不

適
切
な
事
務
処
理
等
に
お
詫

び
を
申
し
上
げ
た
い
。
自
治

の
最
大
の
任
務
は
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ

る
こ
と
も
あ
り
、
法
令
を
順

守
し
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、

そ
し
て
公
正
公
平
な
行
政
を

行
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
る
。

職
員
一
人
一
人
の
意
識
改
革

が
必
要
で
あ
り
、
課
を
一
つ

の
単
位
と
し
て
、
管
理
職
を

中
心
に
課
内
の
統
制
を
取
る
。

議
員

答
弁
は
従
来
の
見

解
に
終
始
し
て
い
る
。
今
ま

で
十
分
で
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
も
う
ち
ょ
っ
と
踏
み
込
ん

だ
こ
と
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
組
織
と
し
て
ど
う
す
る

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

す
る
観
点
を
強
く
打
ち
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
財
政
難

を
理
由
と
し
て
、
文
化
財
保
護

行
政
の
軽
視
が
感
じ
ら
れ
る
。

教
育
長

お
金
が
な
い
と

済
ま
せ
な
い
で
、
知
恵
を
働

か
せ
て
進
め
た
い
。

議
員

文
化
財
保
護
行
政

は
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育

を
結
び
つ
け
る
歴
史
的
に
も

協
働
な
の
で
す
。
過
去
を
見

れ
ば
そ
こ
に
山
下
町
長
の
言

う
協
働
の
姿
が
あ
る
の
で
、

し
っ
か
り
と
教
育
委
員
会
行

政
の
中
で
推
し
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

教
育
長

情
報
、
物
、
知

識
を
的
確
に
伝
え
る
観
点
か

ら
今
後
、
の
び
や
か
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
形
成
に

努
め
た
い
。
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議
員

文
化
財
と
歴
史
遺

産
の
保
護
の
基
本
的
な
考
え

方
と
、
教
育
委
員
会
の
果
た

す
べ
き
役
割
を
伺
い
た
い
。

教
育
委
員
長

女
満
別
、

東
藻
琴
両
地
区
で
育
ま
れ
て

き
た
郷
土
の
生
活
文
化
や
文

化
財
な
ど
に
、
関
心
を
高
め
、

後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
、
教

育
委
員
会
の
果
た
す
べ
き
役

割
と
考
え
ま
す
。

教
育
長

両
地
区
に
あ
る

郷
土
資
料
の
整
理
保
存
、
文

化
財
の
保
護
管
理
並
び
に
、

未
展
示
遺
物
整
理
活
用
を
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

議
員

文
化
遺
産
が
存
在

し
て
い
る
の
に
、
積
極
的
な

保
護
と
保
全
活
動
は
認
め
ら

れ
な
い
。
元
町
遺
跡
の
荒
廃

が
始
ま
っ
て
い
る
。
復
元
家

屋
の
葺
き
替
え
、
改
修
工
事

が
、
必
要
と
思
う
が
。

教
育
長

元
町
遺
跡
復
元

家
屋
は
、
総
合
計
画
の
実
施

計
画
の
中
に
、
で
き
る
だ
け

早
い
年
次
に
盛
り
込
ん
で
改

修
す
る
計
画
で
お
り
ま
す
。

議
員

現
状
の
正
確
な
把

握
が
で
き
て
い
る
の
か
。
関

連
資
料
の
整
理
と
公
文
書
管

理
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長

埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
カ
ー
ド
に
復
元
家
屋
あ

り
と
記
載
登
録
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
大
空
町
と
し
て
町
の

財
産
台
帳
へ
の
記
載
、
並
び

に
登
録
の
手
続
き
を
進
め
た

い
。埋

蔵
文
化
財
関
係
の
資
料
、

関
係
公
文
書
類
は
、
保
存
文

書
資
料
の
一
覧
表
を
作
成
し

て
、
保
存
に
努
め
ま
す
。

議
員

財
産
台
帳
に
復
元

家
屋
は
記
載
し
て
い
な
い
。

早
め
に
き
ち
ん
と
位
置
づ
け

て
、
明
確
な
答
弁
が
ほ
し
い
。

教
育
長

財
産
台
帳
等
へ

記
載
す
る
方
向
で
進
め
ま
す
。

独
自
の
文
化
財
台
帳
も
、
整

備
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員

国
の
天
然
記
念
物

湿
生
植
物
群
落
の
衰
退
と
陸

地
化
が
著
し
い
。
遊
歩
道
の

再
考
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長

女
満
別
湿
生
植

物
群
落
の
、
特
に
遊
歩
道
に

つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
今
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
。

小
　
島
　
一
　
弘
議
員

文
化
財
と
歴
史
遺
産
等
に
つ
い
て

文
化
財
、
歴
史
的
遺
産

の
保
護
の
考
え
方
と
教

育
委
員
会
の
役
割

現
状
の
把
握
は
適
正
か

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

ど
う
シ
ス
テ
ム
的
に
取

り
組
む
か

関
連
団
体
の
育
成
強
化

は
ど
う
図
る
か

自
治
体
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

改
革
に
つ
い
て



請願・陳情を

される方へ（書式）例

請願・陳情を

される方へ（書式）例

大空町議会事務局

【お問い合わせ先】

TEL 74−2111（内線 265・266）

請願・陳情を

される方へ（書式）例

○○○○○ ○印
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○○○○○○○○○○に

関する請願（陳情）

要旨 ○○○○○○○

理由 ○○○○○○○
○○○○○○。
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○○○○○○○○○に

関する

紹介議員○○○○○ ○印

●  議会や議会だよりに関するご意見やご要望をお待ちしています。

●  議会ホームページからも会議録や議会だよりをダウンロードすることができます。

●  定例会及び臨時会の会議録は、両地区図書館で閲覧することができます。

一 口 メ モ  一 口 メ モ  一 口 メ モ  【コンプライアンス】
●法令や倫理などの要求・命令に「従うこと」「応じること」を意味する英語の
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●コンプライアンスの語源は、動詞のコンプライ（応じる・従う・守る）からな
り、主に、ビジネスや経営等の分野においてこの言葉が多く用いられ、『企
業活動において、法令や各種規則の他、広く倫理や道徳、社会的規範を遵守
する』ことを意味しています。

●近年、国内企業を中心とした法令違反や信頼失墜などの不祥事の相次ぐ発
覚が契機となり、企業や勤務する従業員が常に法令を遵守し、違反行為等
があった場合には早期発見して是正できる内部管理体制の構築が求めら
れています。

●市町村においても、企業と同様に、常に法令や各種規則、ルールを厳格に遵
守し、社会的規範を全うすることが求められているのは言うまでもありま
せん。
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町
長

ど
う
い
う
仕
組
み

が
良
い
か
、
十
分
判
断
の
域

に
達
し
て
い
な
い
。
今
の
組

織
の
中
で
徹
底
し
た
い
。

議
員

欠
け
て
い
る
内
部

統
制
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い

て
組
織
論
的
な
面
か
ら
ど
う

考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

町
長

大
空
町
人
材
育
成

基
本
方
針
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
意
義
も
含
め
て
研

修
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り

た
い
。
仕
組
み
づ
く
り
は
、

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

議
員

行
政
の
品
質
と
品

格
が
問
わ
れ
て
い
る
。
行
政

が
住
民
の
信
頼
と
負
託
に
応

え
ら
れ
る
組
織
で
あ
る
た
め

に
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
視
点
を
導

入
し
て
、
行
政
の
質
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
極
め
て
大
事

で
は
な
い
か
。

町
長

住
民
に
い
ろ
い
ろ

な
部
分
で
ご
迷
惑
を
か
け
て

い
る
。
決
し
て
秘
匿
す
る
つ

も
り
は
全
く
な
く
、
後
の
機
会

に
状
況
を
お
知
ら
せ
し
た
い
。

議
員

先
進
事
例
に
よ
く

学
び
、
今
後
の
運
営
に
生
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
協
働

は
情
報
共
有
、
情
報
公
開
だ

と
思
い
ま
す
し
、
住
民
と
の

信
頼
を
取
り
戻
す
に
は
、
そ

れ
が
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

町
長

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
は
、
十
分
解
釈
し
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
不
勉
強
な

と
こ
ろ
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
事
例
が
、
私
ど
も
の
組
織

に
合
致
で
き
る
よ
う
う
ま
く

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て
、
仕

組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
。

議
員

仮
称
大
空
町
自
治

基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、

住
民
と
の
協
働
の
前
提
と
し

て
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

位
置
づ
け
を
伺
い
た
い
。

町
長

自
治
基
本
条
例
の

中
に
位
置
づ
け
は
、
手
続
き

や
具
体
的
な
実
態
、
制
度
、

仕
組
み
に
つ
い
て
定
め
る
形

式
の
制
度
型
の
条
例
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
基
本
的

な
理
念
、
考
え
方
を
位
置
づ

け
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

自
治
基
本
条
例
の

制
定
に
当
た
っ
て
は
、
住
民

の
意
見
を
聞
く
手
続
、
議
会

と
の
関
係
な
ど
、
住
民
と
の

協
働
と
い
う
の
に
は
、
準
備

期
間
が
足
り
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
辺
の
考
え
方
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

町
長

皆
さ
ん
方
の
意
見
、

聞
い
た
中
で
、
も
う
少
し
時

間
を
か
け
て
と
い
う
意
見
が

あ
る
の
で
、
そ
の
対
応
も
考

え
な
が
ら
策
定
に
あ
た
っ
て

い
き
た
い
。

自
治
基
本
条
例
制
定
に

向
け
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
位
置
づ
け

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ
る

内
部
統
制
の
シ
ス
テ
ム
化



OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

そ
の
他
議
会
活
動
の
状
況
等

に
つ
い
て
、

別
途
資
料

を
提
示
の

う
え
改
め

て
説
明
す

る
の
で
ご

理
解
願
い

た
い
。

︻
交
通
事
故
に
対
す
る
和
解

及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定
︼

町
有
車
両
に
起
因
し
て
発

生
し
た
交
通
事
故
に
対
す
る

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

︵
３
万
円
︶
を
決
定

︻
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第

５
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
32
万
円
を
追
加
し
、
総
額

が
75
億
６，

７
８
８
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
付

金
　
　
　
　
　
　
26
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

体
育
振
興
補
助
金
26
万
円

質
　
疑

◆
体
育
振
興
補
助
金︵
26
万
円
︶

小
島
議
員
　
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
努
力
に
よ
り
、
各
種

管
内
、
全
道
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
機
会
が
増
え
、

予
算
が
厳
し
く
て
も
配
慮

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、

教
育
委
員
会
所
管
の
町
文

化
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
大

会
参
加
助
成
規
程
で
定
め

て
い
る
助
成
基
準
額
は
、

﹁
予
算
編
成
共
通
単
価
表

報
償
費
算
定
基
準
額
を
限

度
と
す
る
﹂
と
さ
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
基
準
と

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

財
政
課
長

大
会
参
加
に
関

す
る
経
費
等
に
つ
い
て
は
、

町
の
旅
費
規
程
を
準
用
し

て
助
成
を
行
っ
て
お
り
、

交
通
費
、
宿
泊
費
等
は
限

度
額
の
範
囲
内
で
実
費
相

当
額
を
支
給
し
て
い
る
。

小
島
議
員
　
教
育
委
員
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
書
類
等
に

つ
い
て
、
財
政
課
と
し
て

も
き
ち
ん
と
中
身
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
る
の
か
。
申

請
の
内
容
等
が
規
程
に
基

づ
い
て
い
る
か
ど
う
か
行

政
執
行
上
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
は
働
い
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
宿
泊
費
１

泊
限
度
額
９，

０
０
０
円

な
ど
、
助
成
す
べ
き
額
を

算
定
基
準
に
よ
り
積
算
し
、

精
査
の
う
え
支
給
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
の
で
ご
理

解
願
い
た
い
。

財
政
課
長
　
予
算
編
成
共
通

単
価
表
報
償
費
算
定
基
準

第４回臨時会第４回臨時会第４回臨時会
〜体育振興補助金などの
　　　　補正予算を承認〜

第４回臨時町議会は、10月23

日の１日間の会期で開かれ、以

下の町提出案件が決まりました。

一
般
案
件

予
算
案
件
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︻
女
満
別
空
港
消
火
救
難
総
合
訓
練
見
学
︼

10
月
10
日
、
網
走

警
察
署
、
陸
上
自
衛

隊
美
幌
駐
屯
地
、
網

走
・
大
空
・
美
幌
地

区
各
消
防
署
、
北
見

赤
十
字
病
院
な
ど

の
関
係
機
関
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た

女
満
別
空
港
消
火

救
難
総
合
訓
練
を

見
学
し
ま
し
た
。

︻
議
会
行
政
視
察
来
町
対
応
︼

10
月
16
日
、
埼
玉
県
秩
父
市
議
会
建
設

常
任
委
員
会
︵
笠
原
重
男
委
員
長
ほ
か
７

名
︶
が
、
﹁
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
各
花

公
園
の
取
り
組
み
状
況
﹂
に
関
す
る
行
政

視
察
の
た
め
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

︻
秋
の
輸
送
繁
忙
期
交
通
安
全
街
頭
啓
発
︼

10
月
23
日
、

秋
の
収
穫
時
期

を
迎
え
、
農
村

物
な
ど
の
輸
送

繁
忙
期
に
伴
う

交
通
安
全
の
街

頭
啓
発
に
全
議

員
が
参
加
し
ま

し
た
。

︻
大
空
町
表
彰
式
︼

11
月
３
日
、
役
場

議
事
堂
文
化
ホ
ー
ル

に
お
い
て
挙
行
さ
れ

た
平
成
19
年
度
大
空

町
表
彰
式
に
出
席
し
、

表
彰
さ
れ
た
10
名
の

方
々
の
功
績
を
讃
え

ま
し
た
。



OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

●総務・厚生文教・産業建設の各常任委員会、議会運営委員会や議会

広報編集特別委員会などは閉会中も開催され、所管する事案に関

する案件の協議や活動等を行っています。※主な内容をお知らせします。
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・
大
空
町
東
藻
琴
林
業
セ

ン
タ
ー
条
例
及
び
大
空

町
藻
琴
山
温
泉
保
養
所

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

⑵
第
６
回
委
員
会
︵
９
／
26
︶

・
要
望
意
見
書

⑶
行
政
視
察
︵
10
／
10
〜
12
︶

●
産
業
建
設
常
任
委
員
会
が

所
管
す
る
次
の
事
項
に
つ

い
て
、
先
進
地
の
視
察
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

︹
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合

連
合
会
︺

①
北
海
道
の
農
業
情
勢

︹
北
海
道
企
画
振
興
部
︺

①
地
域
振
興
対
策
・
地
域

づ
く
り

︹
長
沼
町
︺

①
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
組
み

②
道
の
駅
の
概
要
と
取
組
み

︹
芽
室
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
︺

①
小
麦
の
適
時
収
穫
シ
ス

テ
ム
開
発

⑷
第
７
回
委
員
会
︵
11
／
14
︶

・
道
路
整
備
の
基
本
方
針

及
び
除
雪
計
画

・
農
業
振
興
資
金
利
子
補

給
条
例
の
一
部
改
正

・
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数

及
び
選
挙
区
設
定
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

・
土
地
改
良
事
業
事
務
委
託

・
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

・
藻
琴
山
温
泉
施
設
整
備

構
想

総
合
計
画
調
査
特
別
委
員
会

⑴
第
１
回
委
員
会
︵
９
／
27
︶

・
正
副
委
員
長
の
互
選

⑵
第
２
回
委
員
会
︵
10
／
17
︶

・
総
合
計
画
の
中
間
報
告

︵
各
専
門
部
会
の
説
明
︶

⑶
第
３
回
委
員
会
︵
11
／
16
︶

・
総
合
計
画
の
最
終(

案)

総
務
常
任
委
員
会

⑴
第
４
回
委
員
会
︵
９
／
10
︶

・
北
見
市
大
規
模
断
水
に

伴
う
応
援
状
況

・
郵
政
民
営
化
法
等
施
行

に
伴
う
関
係
例
規
の
改
正

・
地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
住

民
意
向
調
査
の
集
計
状
況

・
︵
仮
称
︶
大
空
町
自
治

基
本
条
例
の
策
定

・
大
空
町
総
合
計
画
の
策

定
状
況

⑵
第
５
回
委
員
会
︵
10
／
17
︶

・
交
通
事
故
の
和
解

⑶
第
６
回
委
員
会
︵
11
／
16
︶

・
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
制
定

・
地
域
防
災
計
画
︵
素
案
︶

・
地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
に

係
る
住
民
意
向
調
査
結
果

・
地
域
審
議
会
の
開
催
状
況

・
平
成
19
年
度
住
民
懇
談

会
の
開
催
予
定

・
財
産
の
処
分

・
空
き
家
対
策
、
他

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

⑴
第
５
回
委
員
会
︵
９
／
６
︶

・
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

の
設
置
に
関
す
る
指
導

要
綱

・
女
満
別
小
学
校
建
設
候

補
地

・
未
車
検
使
用
関
係
の
対

応
状
況

⑵
第
６
回
委
員
会
︵
９
／
26
︶

・
要
望
意
見
書

⑶
第
７
回
委
員
会
︵
10
／
17
︶

・
行
方
不
明
児
童
・
生
徒

の
捜
索
等

⑷
第
８
回
委
員
会
︵
11
／
16
︶

・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

条
例
等
の
一
部
改
正

・
東
藻
琴
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規

則
、東
藻
琴
公
民
館
条
例

施
行
規
則
の
一
部
改
正

・
未
車
検
車
関
係
の
対
応

状
況

・
女
満
別
小
学
校
改
築
に

関
す
る
意
見
を
聞
く
会

開
催
状
況
︵
中
間
報
告
︶

・
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
交
通
事
故

・
国
民
健
康
保
険
税
の
特

別
徴
収
に
係
る
改
正

⑸
行
政
視
察
︵
11
／
18
〜
21
︶

●
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
が

所
管
す
る
次
の
事
項
に
つ

い
て
、
先
進
地
の
視
察
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

︹
岐
阜
県
恵
那
市
︺

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く

り
山
岡
の
設
立
経
緯
及

び
活
動
状
況
等

︹
岐
阜
県
立
八
百
津
高
等
学
校
︺

①
中
高
一
貫
教
育
の
導
入

経
緯
及
び
取
組
み
状
況
等

②
学
校
評
価

︹
岐
阜
県
関
市
︺

①
市
内
旧
町
村
を
巡
回
す

る
広
域
バ
ス
の
導
入
経

緯
及
び
運
行
状
況
等

︹
岐
阜
県
立
ひ
ま
わ
り
の
丘

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
︺

①
知
的
障
害
者
施
設
ひ
ま

わ
り
の
丘
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
概

要
と
今
後
の
取
組
み
等

︹
岐
阜
県
岐
南
町
︺

①
羽
島
郡
二
町
教
育
委
員

会
の
設
立
経
緯
及
び
取

組
み
状
況
等

②
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
利
用
し
た

登
下
校
通
学
安
心
シ
ス

テ
ム
の
概
要
等

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
状
況
等

産
業
建
設
常
任
委
員
会

⑴
第
５
回
委
員
会
︵
９
／
５
︶

・
農
業
委
員
会
の
統
合

（長沼町役場庁舎前にて）

（岐阜県岐南町役場庁舎前にて）



【北網ブロック町議会議員研修会】

　10月22日、本町において、北網

ブロック町議会議員研修会が開催

されました。

　当日は、講師の北海道町村議会

議長会事務局長　勢籏了三氏から『議

会運営の諸課題と議会改革』と題

して講演が行われ、近隣町の100

名余り議員が熱心に耳を傾けました。

【北海道市町村合併シンポジウムin旭川】

　11月15日、旭川市において、北海道市

町村合併シンポジウムｉｎ旭川（主催：

北海道）が開催され、本町から３名の議

員が参加しました。

　当日は、財団法人東京市政調査会理事

長で政治・行政学者の西尾　勝氏から『市

町村合併を含めた基礎自治体のあり方』

と題した基調講演やパネルディスカッショ

ンが行われ、全道各地から参加した多く

の方々が熱心に耳を傾けました。

員
で
設
立
し
て
い
ま
す
。

﹁
道
の
駅
マ
オ
イ
の
丘
公

園
﹂
は
、
産
業
の
振
興
と
地

域
の
活
性
化
、
特
に
都
市
近

郊
農
業
の
確
立
を
図
る
た
め
、

国
道
２
７
４
号
線
︵
石
勝
樹

海
ロ
ー
ド
︶
と
国
道
３
３
７

号
線
の
交
点
に
平
成
９
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
新
鮮
な
野

菜
や
花
卉
な
ど
の
戦
略
的
な

販
売
施
設
、
﹁
な
が
ぬ
ま
ブ

ラ
ン
ド
﹂
の
Ｐ
Ｒ
施
設
、
観

光
や
特
産
品
、
気
象
・
峠
情

報
の
発
信
施
設
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
特
に
農

産
物
直
売
所
は
、
生
産
者
が

消
費
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
で
き
、

ま
た
、
消
費
者
に
と
っ
て
は

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
安
心

感
が
好
評
を
得
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

第
３
日
目
は
、
芽
室
町
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
小
麦
の

適
期
収
穫
シ
ス
テ
ム
の
開
発

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。

小
麦
の
収
穫
は
、
早
く
刈

り
す
ぎ
る
と
高
水
分
で
乾
燥

コ
ス
ト
が
高
ま
り
、
一
方
、

刈
り
遅
れ
て
雨
に
当
た
る
と

穂
発
芽
や
低
ア
ミ
ロ
小
麦
が

発
生
す
る
。
コ
ン
バ
イ
ン
や

乾
燥
調
整
施
設
の
効
率
的
な

運
用
の
た
め
に
は
、
客
観
的

な
情
報
に
基
づ
く
各
農
家
圃

場
の
収
穫
適
期
の
把
握
と
収

穫
順
位
の
判
断
が
求
め
ら
れ
、

衛
生
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

や
メ
ッ
シ
ュ
気
象
情
報
等
の

先
端
技
術
を
用
い
た
小
麦
適

期
収
穫
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
収
穫
順
位

が
統
一
し
た
尺
度
で
判
断
で

き
る
た
め
、
収
穫
小
麦
の
水

分
格
差
が
小
さ
く
な
り
、
コ

ン
バ
イ
ン
の
効
率
的
運
行
が

可
能
と
な
り
、
１
日
当
た
り

収
穫
量
は
向
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
乾
燥
施
設
で
は
、
平

均
水
分
22
・
６
〜
26
・
６
％

と
、
そ
れ
以
前
よ
り
低
く
均

一
な
原
料
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
、
効
率
的
な
操
業

に
よ
り
、
燃
料
費
な
ど
乾
燥

費
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、

平
成
19
年
10
月
10
日
か
ら
12

日
ま
で
の
３
日
間
で
、
５
名

の
全
委
員
が
参
加
し
て
、
ホ

ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合

会
、
長
沼
町
そ
し
て
芽
室
町

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
視
察

調
査
し
ま
し
た
。

第
１
日
目
は
、
ホ
ク
レ
ン

農
業
協
同
組
合
連
合
会
を
訪

問
し
て
、
代
表
理
事
副
会
長

佐
藤
俊
彰
氏
か
ら
北
海
道
の

農
業
情
勢
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

子
や
孫
が
将
来
農
業
の
成

り
立
た
な
い
よ
う
な
こ
と
を

選
択
で
き
な
い
。
北
海
道
農

業
は
大
規
模
と
専
業
に
よ
る

強
さ
と
弱
さ
を
持
っ
て
い
る

こ
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
庁
の
西

山
泰
正
農
政
部
長
、
猪
俣
茂

樹
建
設
部
長
を
訪
問
し
て
、

大
空
町
の
農
作
物
の
作
況
等

に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

第
２
日
目
は
、
長
沼
町
で

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
マ

オ
イ
の
丘
公
園
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

長
沼
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
、
農
家
が
体
験
者
を

家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入

れ
、
農
業
体
験
は
も
ち
ろ
ん
、

寝
具
の
上
げ
下
ろ
し
や
食
事

の
準
備
な
ど
も
一
緒
に
行
い
、

生
活
を
共
に
し
て
い
ま
す
。

農
家
で
は
、
自
分
の
子
供
や

孫
が
里
帰
り
を
し
て
き
た
よ

う
な
気
持
ち
で
体
験
者
に
接

し
、
農
業
体
験
の
ほ
か
に
も
、

季
節
毎
の
野
菜
や
長
沼
町
産

食
材
を
使
っ
た
料
理
を
振
る

舞
い
、
自
家
用
野
菜
を
一
緒

に
採
っ
て
料
理
を
し
て
食
べ

る
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

出
づ
く
り
の
シ
ー
ン
を
用
意

し
て
い
ま
し
た
。

町
や
農
協
等
関
係
機
関
等

９
団
体
の
構
成
よ
り
、
事
業

に
携
わ
る
農
家
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
長
沼
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を
設
立

し
、
さ
ら
に
、
事
業
を
実
践

す
る
農
家
に
よ
る
組
織
で
、

料
金
・
メ
ニ
ュ
ー
の
決
定
等

事
業
の
中
心
を
担
う
運
営
協

議
会
を
１
８
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︵
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業
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要 望 意 見 書

（提出先）
内閣総理大臣
 福田　康夫
 総務大臣
 増田　寛也
 財務大臣
 額賀福志郎

 文部科学大臣
 渡海紀三朗

（提出先）
内閣総理大臣
 福田　康夫
 厚生労働大臣
 舛添　要一
 財務大臣
 額賀福志郎

 文部科学大臣
 渡海紀三朗
 総務大臣
 増田　寛也

（提出先）
 衆議院議長
 河野　洋平
 参議院議長
 江田　五月
 内閣総理大臣
 福田　康夫

 総務大臣
 増田　寛也
 厚生労働大臣
 舛添　要一

（提出先）
内閣総理大臣
 福田　康夫
 厚生労働大臣
 舛添　要一

①『平成20年度国家予算編成における義務教育費無償、義務教育費国庫負担法の
　堅持と負担率２分の１復元等教育予算の拡充を求める』要望意見書
１．国の責務である教育水準の最低保障を担保する
ために必要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅
持し、負担率２分の１復元をすること。また、交
付金化や一般財源化を行わないこと。

２．憲法の理念である義務教育費無償を実現するため、
保護者負担がゼロとなるよう教育予算を拡充する
こと。

３．30人以下学級を早期に実現すること。また、教
職員定数改善計画の実現と学校教育法第28条ただ
し書き及び同法第103条を削除し、ゆとりのある
教職員配置を実現すること。

４．学校施設整備費、就学援助・奨学金、教材費、
図書費など教育予算の充実のため、地方交付税を
含む国の予算を拡充すること。

②『医師・看護師等の大幅な増員を求める』要望意見書
１．第166回通常国会にて採択された請願内容に基
づき、看護師等を大幅に増員するため、夜勤を月
８日以内に規制するなどの看護職員確保法を改正
すること。

２．医師確保に向け、勤務条件の改善と一層の医師
の養成を図るための法律を制定すること。

３．社会保障費の削減をやめ、医師・看護師等の大
幅増員に必要な財政措置を講ずること。

③『被爆者に対して適正な援護の推進を求める』要望意見書
　　広島・長崎に投下された原子爆弾は、多くの尊
い命を奪ったとともに、辛うじて生存した人々に
も重大な放射線後遺症の被害を与え、現在、26万
人近くの生存被爆者が、原爆放射線の影響による
多重がんなどの重篤な疾病を患い、不安と苦痛を
感じながら日常生活を送られています。

　　これらの人々が国に対し、原爆症と認定するよ
う申請を行っても、そのほとんどは却下処分とな
っている現状にあります。

　　これは政府が、審査基準を機械的に運用してい
るからであり、現在、原爆症として認定を受けて
いる被爆者は、被爆者健康手帳を持つ被爆者全体
の約１％に過ぎません。

　　よって、政府においては、被爆者の実情を鑑み、
原爆症の認定にあたっては、内部被爆のもたらす
影響や被爆者の健康状態などを総合的に判断し、
迅速かつ適正な対応をするよう強く要望します。

④『後期高齢者医療制度に関する』要望意見書
１．後期高齢者医療制度の周知徹底がなされるまで
制度実施を凍結すること。

２．70歳から74歳の医療費２割負担化を実施しない
こと。

３．国の責任でこれまでと同様に高齢者も新たな特
定健診を利用できるようにすること。

４．年齢による差別医療である後期高齢者の診療報
酬体系をやめ、継続して必要な医療が受けられる
ようにすること。

（提出先）
 衆議院議長
 河野　洋平
 参議院議長
 江田　五月
 内閣総理大臣
 福田　康夫

 経済産業大臣
 甘利　　明

⑤『割賦販売法の抜本的改正に関する』要望意見書
１．クレジット会社が、顧客の支払能力を超えるク
レジット契約を提供しないように、具体的な与信
基準を伴う実効性ある規制を行うこと。

２．クレジット会社には、悪質販売行為等にクレジ
ット契約を提供しないよう加盟店を調査する義務
だけでなく、販売契約が無効・取消・解除である
ときは、既払金の返還義務を含むクレジット会社
の民事共同責任を規定すること。

３．１〜２回払いのクレジット契約を適用対象に含め、
政令指定商品制を廃止することにより、原則とし
て全てのクレジット契約を適用対象とすること。

４．個品方式のクレジット事業者（契約書型クレジ
ット）について、登録制を設け、契約書面交付義
務及びクーリング・オフ制度を規定すること。
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（提出先）
 衆議院議長
 河野　洋平
 参議院議長
 江田　五月
 内閣総理大臣
 福田　康夫

 総務大臣
 増田　寛也
 財務大臣
 額賀福志郎
 国土交通大臣
 冬柴　鉄三

⑥『道路整備に関する』要望意見書
１．道路整備を計画的かつ着実に進めるため、受益
者負担という道路特定財源制度の趣旨に反するこ
となく必要な財源を確保すること。

２．今後の具体的な道路整備の姿を示した中期計画
を作成するにあたっては、地域間格差への対応、
安全・安心の確保、豊かな生活環境の創造等の観
点から、道民の道路整備に対するニーズを幅広く
くみ取るとともに、道民の期待に応えるべく道路
整備を計画的かつ着実に推進すること。

３．高規格幹線道路ネットワークの早期形成を図る

ため、現在事業中の区間については、効率的な整
備を行うことにより一日も早く供用するとともに、
抜本的見直し区間のうち「当面着工しない」とさ
れた区間については、早期に事業化を図ること。
また、利用者の利便性向上を図るため、弾力的な
料金設定に努めること。

４．今後、高齢化する道路ストックが増大すること
を踏まえ、道路網の安全性及び信頼性が確保され
るよう、適時適切な修繕等による効率的な道路ス
トック管理を行うこと。

（提出先）
 衆議院議長
 河野　洋平
 参議院議長
 江田　五月
 内閣総理大臣
 福田　康夫

 農林水産大臣
 若林　正俊

（提出先）
厚生労働大臣
 舛添　要一

⑦『19年産米の過剰作付け解消など需給適正化等に関する』要望意見書
１．国内における慢性的な需給調整の未達成、加入
率が低い集荷円滑化対策など、米の計画生産が機
能不全に陥った原因を追究するとともに、米の価
格と需給安定の役割を担う政府の責任を明確化す
ること。

２．過剰作付け等により供給過剰が懸念される19年
産米については、全国的な米の需給均衡や販売環
境の整備など価格暴落防止に万全を期すること。

　特に、需給調整の未達成県に対し、ホールロップ
サイレージ（稲発酵粗飼料）や青刈りなどによる
計画生産の徹底を図るとともに、是正されない場
合は、政府の責任において買い入れて主食用以外
で処理すること。

３．全国の作況指数が101を超えた場合は、集荷円
滑化対策の円滑な実施に万全を期するとともに、
実効性が確保されない場合は、未加入数量を国の
責任で全量処理すること。

４．需給環境が整うまでの間、政府米の売却を一時
凍結するとともに、民間流通米の乱売防止や計画
的供給に対する指導を強化すること。また、ミニ
マム・アクセス米や主食用に供することのできな
い古い備蓄米については、海外援助や飼料用への
供給など適切な在庫処理を早期に実施すること。

５．米の需給制度が各自達成できるよう、産地づく
り交付金の税制特例（一時所得扱い）を継続する
こと。

⑧『20ヶ月齢以下のBSE（牛海綿状脳症）検査の継続に関する』要望意見書
１．国は、日本がBSE清浄国となるまで、20ヶ月齢
以下のBSE検査を実施している自治体に対する検
査補助の費用を継続すること。また、全国の自治
体への検査中止を求めた通知を撤回すること。

２．BSEの感染経路や感染源の徹底究明と発症メカ
ニズムの解明を急ぎ、消費者の不安を払拭すること。
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。



議 会 日 誌

９月
 ２日
ふれあい広場2007 in ひがしもこと



 ５日
第５回産業建設常任委員会



 ６日
第５回厚生文教常任委員会

 

 10日
第４回総務常任委員会

 

 12日
平成19年度老人福祉大会




 第６回議員協議会

 

 １７日
福寿苑・悠久の里合同敬老会

 

 20日
第７回議会運営委員会

 

 26日
平成19年第３回定例会




 第６回厚生文教常任委員会




 第６回産業建設常任委員会



 27日
平成19年第３回定例会




 第１回決算審査特別委員会




 第１回総合計画調査特別委員会




 第７回議会広報編集特別委員会

10月
 10日
平成19年度女満別空港消火救難総合訓練



 10日
〜12日 産業建設常任委員会道内行政視察

（札幌市、他）

 

 12日
平成19年度網走郡下町議会議長・副議長会議

（美幌町）

 

 16日
埼玉県秩父市議会建設常任委員会行政調査来町

 

 17日
第５回総務常任委員会




 第７回厚生文教常任委員会




 第２回総合計画調査特別委員会

 

 22日
第８回議会運営委員会




 平成19年度北網ブロック町議会議員研修会

 

 23日
平成19年第４回臨時会




 第２回決算審査特別委員会




 平成19年度秋の交通安全運動街頭啓発



 28日
第23回もこと山ふきおろしマラソン大会


11月
３日
平成19年度大空町表彰式



 ８日
第８回議会広報編集特別委員会



 ９日
稲城市議会表敬訪問（東京都）



 10日
第５回東京東藻琴会（東京都）




 第35回東京女満別会及び第25回企業誘致東京協力会

（東京都）



 11日
女満別ライオンズクラブ40周年記念式典



 14日
第７回産業建設常任委員会



 15日
北海道市町村合併シンポジウム in 旭川（旭川市）



 16日
第６回総務常任委員会




 第８回厚生文教常任委員会




 第３回総合計画調査特別委員会




 第８回議員協議会




 第９回議会広報編集特別委員会



 18日
〜21日 厚生文教常任委員会行政視察調査

（岐阜県恵那市、他）



 19日
平成19年度自由民主党移動政調会（北見市）



 20日
地方自治法制定60周年記念式典（東京都）

平成19年9月2日〜11月20日

議会の傍聴はお気軽に!議会の傍聴はお気軽に!
　定例会は、年４回（３月・６月・９月・12月）に開かれ

ます。また、臨時会は必要に応じて随時開かれますので、

皆様もお気軽に傍聴においでください。詳しくは、議会

事務局へお問い合わせください。

■大空町議会では、議会だよりの紙面に掲載する有料広告を

募集します。

■発行は、年４回開会される定例会（３月、６月、９月、12月）

の概ね前月の町広報発行日（２月、５月、８月、11月の各末日）

の４回で、3,450部発行しています。

■広告掲載に関する主な基準は次のとおりです。

　①掲載する位置は、裏表紙（カラー印刷）の最下段とします。

　②広告の規格は、１枠につき、縦10.00㎝横8.45㎝とします。

　　※この募集記事の場所と大きさです

　③掲載する枠数は、毎号１枠のみとします。

　④広告掲載料は、１回１枠につき、3,000円とします。

　⑤広告の掲載期間は、広告主と協議して定めます。

　⑥広告については、議会広報としてのイメージを損なうこ

とのないよう、内容やデザイン等について事前に広告主

と協議してから掲載することになります。

■お申込み・お問い合わせ

　　有料広告掲載申請書の提出などが必要となります。その

他ご不明な点もあわせてお気軽にお問い合わせください。

　　　　【大空町議会事務局】

電話（０１５２）７４−２１１１（内線266）

「有料広告」を募集！ 「有料広告」を募集！ 大空町 
議会だより 
大空町 
議会だより 

●12月定例会は12月11日から
　開かれる予定です。


